
テレアシストNT1000
取扱説明書

このたびは、NTTディスプレイホン・テレア
シストNT1000をお買い求めいただきまし
て、まことにありがとうございます。
●ご使用の前に、この「取扱説明書」をよく
お読みのうえ、内容を理解してからお使い
ください。

●お読みになったあとも、本商品のそばなど
いつも手もとに置いてお使いください。

技術基準適合認証品
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安全にお使いいただくために必ずお読みください

●本商品は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置です。
本商品は、家庭環境で使用することを目的としていますが、本商品がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用
されると、受信障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

●本商品の仕様は国内向けとなっておりますので、海外ではご利用できません。
This telephone system is designed for use in Japan only and cannot be used in any other country.

● 本商品と電話網の間にアダプタなどが接続された場合、アダプタなどが電話網の仕様と完全には一致しないため、
本商品が正常に動作しないことがあります。

●本商品の故障、誤動作、不具合、あるいは停電等の外部要因によって、通信などの機会を逸したために生じた損害
や万が一、本商品に登録された情報内容が消失してしまうこと等の純粋経済損失につきましては、当社は一切その
責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。本商品に登録された情報内容は、別にメモをとるなどして
保管くださるようお願いします。

●本商品を設置するための配線工事および修理には、工事担任者資格を必要とします。無資格者の工事は、違法とな
りまた事故のもととなりますので絶対におやめください。

●設置する場所が交換センタから遠い場合、ご使用になれないことがありますので、設置や移動にあたっては当社の
サービス取扱所にご相談ください。

●本書の内容につきましては万全を期しておりますが、お気づきの点がございましたら当社のサービス取扱所へお申
しつけください。

このたびは、NTTディスプレイホン・テレアシストNT1000をお買い求めいただきまして、まことにありがとうございます。
この取扱説明書には、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本商品を安全にお使いいただくため
に、守っていただきたい事項を示しています。その表示と図記号の意味は次のようになっています。内容をよく理解し
てから本文をお読みください。また、お読みになったあとも、本商品のそばなどいつも手もとに置いてお使いください。
本書を紛失または損傷したときは、当社のサービス取扱所またはお買い求めになった販売店でお求めください。

本書中のマーク説明

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または

重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う

可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される

内容を示しています。
注意

この表示は、本商品を取り扱ううえで知っておくと便利な内容を示

しています。
ワンポイント

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、本商品の本来の性

能を発揮できなかったり、機能停止を招く内容を示しています。
お願い

お知らせ この表示は、本商品を取り扱ううえでの注意事項を示しています。

警告

本商品をご使用にあたって、当社のレンタル電話機がご不要となった場合は、
局番なしの116番または当社の営業所等にご連絡いただければ、「機器使用料」
は、不要となります。

ご使用にあたってのお願い
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■異物が装置内部に入った場合の対処
●感熱ロール紙の交換、お手入れなどでロール紙ホルダを開けたときやICメモ
リカードの出し入れのときに、本商品のすきまなどから内部に金属類や燃え
やすいものなど、異物を差し込んだり、落としたりしないでください。万一、
異物が入った場合は、まず本商品の電源を切り、電源アダプタをコンセント
から抜いて異物を取り除いてからご使用ください。そのまま使用すると、火
災・感電の原因となることがあります。特にお子様のいるご家庭ではご注意
ください。

警告

■発煙への対処
●万一、煙が出ている、変なにおいがするなどの異常
状態のまま使用すると、火災・感電の原因となるこ
とがあります。すぐに電源を切り、その後必ず電源
アダプタをコンセントから抜き、煙が出なくなるの
を確認して、当社のサービス取扱所に修理を依頼し
てください。お客様による修理は危険ですから絶対
におやめください。

■破損時の対処
●万一、本商品を落としたり、キャビネットを破損し
た場合、本商品の電源を切り、電源アダプタをコン
セントから抜いて、当社のサービス取扱所に修理を
依頼してください。そのまま使用すると、火災・感
電の原因となることがあります。

■水が装置内部に入った場合の対処
●万一、内部に水などが入った場合は、まず本商品の
電源を切り、電源アダプタをコンセントから抜いて、
当社のサービス取扱所に修理を依頼してください。
そのまま使用すると、火災・感電の原因となること
があります。

■本商品のそばへの水容器設置の禁止
●本商品のそばに花びん、植木鉢、コップ、化粧品、
薬用品や水の入った容器、または小さな金属類を置
かないでください。こぼれたり、中に入った場合、
火災・感電の原因となることがあります。

対処の仕方について

設置についての禁止事項

警告
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■商用電源（AC100V）以外の使用禁止
●AC100Vの商用電源以外では、絶対に使用しない
でください。火災の原因となることがあります。

■ぬれた手での操作禁止
●ぬれた手で本商品を操作したり、乾電池を交換しな
いでください。感電の原因となることがあります。

●ぬれた手で電源アダプタを抜き差ししないでくださ
い。感電の原因となることがあります。

警告

■タコ足配線の禁止
●テーブルタップや分岐コンセント、分岐ソケットを

使用したタコ足配線はしないでください。火災・感

電の原因となることがあります。

■電源コード取り扱いの注意
●電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、
引っ張ったり、ねじったり、束ねたりしないでください。また、重い物
をのせたり、加熱したりすると電源コードが破損し、火災・感電の原因
となることがあります。電源コードが傷んだら当社のサービス取扱所に
修理を依頼してください。

■付属の電源アダプタ以外の使用禁止
●電源アダプタは、必ず付属のものを使用し、それ以外のものは絶対にお
使いにならないでください。火災・感電の原因となることがあります。

取り扱い上の禁止事項

安全にお使いいただくために必ずお読みください

■分解・改造の禁止
●本商品を分解したり、改造したりしないでください。
火災・感電の原因となることがあります。内部の点
検・調整・清掃・修理は、当社のサービス取扱所に
ご依頼ください。
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注意

取り扱い上のご注意

■電源の遮断について
●長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電
源アダプタをコンセントから抜いてください。
電源アダプタを抜くときは、電池の残量にご注意く
ださい。

■感熱ロール紙交換の際のけがの注意
●感熱ロール紙の交換でロール紙ホルダを開けるとき
には、突起物などにご注意ください。引っかけてけ
がの原因となることがあります。

■乗り行為の禁止
●本商品に乗らないでください〈特に、小さなお子様のいる家庭ではご注意
ください〉。倒れたり、こわれたりしてけがの原因となることがあります。

■プリンタ（紙排出部）の注意
●小さなお子様がプリンタ（紙排出部）から、指を入
れないようご注意ください。
けがの原因となることがあります。

■近くで雷が発生した場合の対処
●近くに雷が発生したときは、電源アダプタをコンセ
ントから抜いてご使用をお控えください。雷によっ
ては、火災・感電の原因となることがあります。

■電源アダプタの取り扱いの注意
●電源アダプタはコンセントに確実に差し込んでく
ださい。電源プラグの刃に金属などが触れると火
災・感電の原因となることがあります。
電源アダプタを抜くときは、必ず電源アダプタを持
って抜いてください。電源コードを引っ張るとコ
ードが傷つき、火災・感電の原因となることがあ
ります。
また、移動させる場合は電源アダプタをコンセント
から抜き、回線コードなど外部の接続線を外した
ことを確認のうえ行ってください。

■シリアルインタフェースジャックへの接続上の注意
●シリアルインタフェースジャックへの接続の際は、必ずシリアルインタフ

ェース切替スイッチ（232C／BCR）を接続する機器側に合わせてから

接続してください。接続機器を破損する原因となることがあります。
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■湿度の高い場所への設置禁止
●ふろ場や加湿器のそばなど、湿度の高いところでは
使用しないでください。火災・感電の原因となるこ
とがあります。

設置についてのご注意

■火気のそばへの設置禁止
●本商品や電源コードを熱器具に近づけないでくださ
い。キャビネットや電源コードの被覆が溶けて、火
災・感電の原因となることがあります。

注意

安全にお使いいただくために必ずお読みください

■温度の高い場所への設置禁止
●直射日光の当たるところや、ストーブ、ヒータなど
の発熱器具のそばなど、温度の高いところに置かな
いでください。内部の温度が上がり、火災や故障の
原因となることがあります。

■結露しやすい場所への設置禁止
●寒い場所や結露の発生しやすい場所に置かないでく

ださい。誤動作の原因となることがあります。

注意

取り扱い上のご注意

■調理台のそばやほこりの多い場所への設置禁止
●調理台のそばなど油飛びや湯気の当たるような場
所、ほこりの多い場所、チリやほこり、鉄粉、有毒
ガスが発生する場所に置かないでください。火災・
感電の原因となることがあります。

■指定外品の使用禁止
●本商品で指定されていない乾電池は使用しないでく
ださい。また、新しい電池と古い電池を混ぜて使用
しないでください。乾電池の破裂、液漏れにより、
火災・けがの原因となることがあります。

■適正装着の指示
●電池を本商品に挿入する場合は、極性表示〈プラス（＋）とマイナス
（－）の向き〉に注意し、機器の表示どおり正しく入れてください。間違
えると乾電池の破裂・液漏れにより、けがをしたり周囲を汚損する原因
となることがあります。
また、使用済の電池は火中に投げ入れないでください。爆発して火災・
やけどの原因となることがあります。
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お願い

●印刷中にロール紙ホルダを開けないでください。

●液晶ディスプレイの表面を強く押さないでください。
無理な力をかけると、傷が付いたり割れることがあります。

●長期間ご使用にならないとき以外は、電源アダプタ
を抜いたままにしないでください。電源アダプタを
抜いた状態では乾電池が消耗し、本体内に記憶され
たデータの内容が消去される場合があります。

取り扱いについて

●落としたり、強い衝撃を与えないでください。
故障の原因となることがあります。

●お手入れの際は、安全のため電源アダプタをコン
セントから抜いて行い、ベンジン、シンナー、ア
ルコールなどでふかないでください（本商品の変
色や変形の原因となることがあります）。汚れがひ
どいときは、薄い中性洗剤をつけた布をよくしぼ
って汚れをふき取り、やわらかい布でからぶきし
てください。

■不安定な場所、振動・衝撃の多い場所への設
置禁止

●ぐらついた台の上や傾いたところなど、不安定な場
所や、振動・衝撃の多い場所に置かないでください。
また、本商品の上に重いものを置かないでください。
バランスがくずれて倒れたり、落下してけがの原因
となることがあります。

設置についてのご注意

注意

■接触面の変色の注意
●本商品底面にはゴム製のすべり止めを使用していますので、ゴムとの接
触面がまれに変色するおそれがあります。

●電源アダプタを抜くときは、電池の残量にご注意く
ださい。電源アダプタを抜いた状態では乾電池が消
耗し、本体内に記憶されたデータの内容が消去され
る場合があります。
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安全にお使いいただくために必ずお読みください

●硫化水素が発生する場所（温泉地など）では、本商
品の寿命が短くなることがあります。

●本商品は、通風のよい場所へ設置してください。使
用中、底面およびプリンタ（紙排出部）付近が暖か
くなることがあります。

●電気製品・AV・OA機器などの磁気を帯びているところや電磁波が発生
しているところに置かないでください（コンピュータ、電子レンジ、ス
ピーカ、テレビ、ラジオ、蛍光灯、ワープロ、電気こたつ、インバータ
エアコンなど）。
• 磁気や電気雑音の影響を受けると雑音が大きくなったり、通話ができなくなること
があります（特に電子レンジ使用時には影響を受けることがあります）。

• テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因となったり、テレビ画面が乱れることが
あります。

●製氷倉庫など特に温度が下がるところに置かない
でください。本商品が正常に動作しないことがあ
ります。

●ICメモリカードの抜き差しを行うときは、必ず本体の電源を切ってから
行ってください。電源を入れたままICメモリカードの抜き差しを行うと、
通信は切断され、カード内のメモリ内容が破壊されるおそれがあります。

お願い

置き場所について

●ICメモリカードは、テレアシスト用アプリケーションカード以外のもの
は使用しないでください。故障の原因となることがあります。

お願い

ICメモリカードについて
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接続について

●本商品を含めて複数の電話機のブランチ接続はしな
いでください。モデム通信時にデータエラーが発生
する原因となることがあります。

●使用する外部電話機によっては正常な通話ができ
ない場合もあります。外部電話機は必ず「技術基
準適合認証品」で通信機械工業会が品質を保証し
た「Cマーク」付きのものをお勧めします。

Cマーク

●PBX、ビジネスホン、ホームテレホンに接続するときは、当社のサービ
ス取扱所へご相談ください。機器によっては接続できないことがあります。

●公衆電話、共同電話、地域集団電話などには使用できません。

お願い

●硬貨料金収納サービスのご利用回線には接続しないでください。モデム
通信時データエラーが発生することがあります。

●INSネットサービスをご利用になる場合、銀行ANSERなどのアプリケー
ションカード（DDX-TP利用）がご利用できなくなります。詳しくは局
番なしの116番または当社の営業所等へお問い合わせください。

●キャッチホンサービスをご契約になる場合には次の点にご注意ください。
• データの送受信中に他の方から電話がかかってくるとデータエラーが発生すること
があります。
また、上記の場合、電話がかかってきたことはこちらではわかりませんが、キャッ
チホンサービスの異常ではありませんのでご了承願います。

• モデム通信をお使いのときでも安心してご利用できるキャッチホンⅡサービスもあ
ります。なお、キャッチホンⅡサービスをご利用の場合でも、お客様の操作などの
注意が必要となります。詳しくは局番なしの116番または当社の営業所等へお問い
合わせください。

技術基準適合認証品
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安全にお使いいただくために必ずお読みください

感熱ロール紙について

●指定の感熱ロール紙をご使用ください。指定品以外

ですと、正常に印刷されなかったり、故障の原因と

なることがあります。
お願い

●青焼紙と重ねて保管しないでください。変色の原因

となります。

●塩化ビニール系プラスチックと重ねたりしないでく

ださい。変色、記録消えの原因となります。

●薬用品・油などを付けないでください。変色、記録

消えの原因となります。

●粘着テープ、のり、接着剤などを付けないでくださ

い。変色の原因となります。

●硬いものでこすらないでください。変色、発色の原

因となります。

●高温・多湿の場所には置かないでください。変色の

原因となります。

●直射日光に当てない、また、窓際に置かないように

してください。変色の原因となります。
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この取扱説明書の見方

この取扱説明書の構成

1 お使いになる前に
お使いになる前に知っておいていただきたいことを
まとめています。

2 初期設定をする
日付・時刻の設定、回線・モデムの設定など、お使
いになる前にあらかじめ設定する項目について説明
しています。

3 電話をかける／受ける
電話をかけたり、受けたりする基本機能について説
明しています。

4 電子電話帳を登録する
よく電話をかける相手先を登録する電子電話帳の操
作方法について説明しています。

5 ICメモリカードを利用する
ICメモリカードの利用について説明しています。

6 印刷する
表示画面などの印刷方法について説明しています。

7 こんなときには
エラーメッセージが出たときの対処方法や故障か
な？と思ったときの確認方法などを説明していま
す。
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37

ダイヤル回線をご使用の場合でも、相手を呼び出したあとに キーを押すことにより
プッシュホンサービスをご利用になれます。ただし、停電時のDP→PB切替はできません。

ハンドセットを取りあげます。

「電話機能」画面に切り替わります。「ツー」という発信音
を確認してください。

ハンドセットを取りあげないときは、 キーを押し
ます。

スピーカ�

1

電話番号をダイヤルキーで押します。

電話番号が表示されます。
2

ダイヤル回線をご使用の場合は、電話が
つながったら、 キーを押します。

プッシュ回線をご利用の場合は、 キーを押す必要は
ありません。

3

必要なダイヤルキーを押します。4
●プッシュホンサービスの種類

•クレジット通話サービス
•ポケットベルサービス
•銀行ANSERサービス
•留守番電話へのリモコン操作　　など

キーを使ってもサービスを受け

られない場合があります。各サービス

機関にお問い合わせください。

お知らせ

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　　　　電話番号　：�

　　　　通話時間　：�

１０月　９日（水）　２１：４６�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　　　　電話番号　：０３１２３４５６７８�

　　　　通話時間　：�

１０月　９日（水）　２１：４６�

電話をかける／
受ける3 プッシュホンサービスを利用するには

（DP→PB切替）

〈例〉03-1234-5678

ワンポイント

操作説明のページの構成

章タイトル
章ごとにタイトルが付けられて
います。

タイトル
目的ごとにタイトルが付けられ
ています。

表示画面
操作の結果が表示されます。

ワンポイント
知っておくと便利な事項、操作
へのアドバイスなどの補足説明
です。

操作手順説明
順番に操作を説明します。

お願いまたはお知らせ
〈お願い〉
この表示を無視して、誤った取り扱いをす
ると、本商品の本来の性能を発揮できなか
ったり、機能停止を招く内容を示します。

〈お知らせ〉
この表示は、本商品を取り扱ううえでの注意
事項を示します。
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見やすい大型液晶ディスプレイ
画面が見やすく、濃淡の調整ができる大型液晶ディス
プレイです。設置環境に影響されることなく画面を見
ながら操作できます。

最大100件まで登録できる電子電話帳
よくかける相手先の電話番号を最大100件まで登録
できます。電子電話帳を使えば、ワンタッチで電話を
かけることができ間違い電話も減ります。（☛P40）

印刷機能
電子電話帳の内容やICメモリカードによるアプリケー
ション機能によって得られたデータや画面の表示内容
が印刷できます。（☛P62）

ICメモリカードによるアプリケーションの拡張
JEIDA（日本電子工業振興協会）Ver4.0仕様準拠の
ICメモリカード差し替えにより、ホームバンキング、
ホームトレーディング、受発注、チケット予約などの
多様なサービスに対応できます。（☛P60）

外部電話機の接続
お手持ちの電話機を本商品に接続してご使用になれま
す。（☛P20）

データ入力機器との接続
バーコードリーダなどのデータ入力機器を接続できま
す。（☛P20）
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セットを確認してください

■付属品

本体（1台）

電話機コード（1本）

■本体

●セットに足りないものがあったり、取扱説明書に乱丁、落丁があった場合には、当社のサービス取扱所にご連絡ください。

感熱ロール紙（1本）

単三乾電池（2本）

取扱説明書（1部）

TEL�
FAX

0120-201010�
0120-044044

テレアシスト�
プリンタ用紙のご用命は�
NTTテレマーケティング(株)

テレアシストプリンタ用紙
購入先シール（1枚）

保証書（1枚）

電源アダプタ（1個）

お使いに
なる前に1



電　源�

メモリカード�

紙送り�

通信中�

f 1 f 2 f 3 f 4 f 5

終了�

実　行�訂　正�
スピーカ�

再ダイヤル�

保　留�

お使いに
なる前に1 各部の名前

16

【本体】

液晶ディスプレイ

ファンクションキー（f1～f5）
メニュー選択や各種設定を行います。

紙送りキー
感熱ロール紙の紙送りをするとき
に使います。（☛Ｐ22、64）

終了キー
実行中のサービスメニューを終了
または中断するときに使います。

実行キー
入力したデータの確定、登録および
設定項目を選択するときに使います。

訂正キー
入力した文字などのデータを修正
するときに使います。

カーソルキー
ディスプレイに表示された画面の
操作に使います。カーソル（反転
表示している部分）を上下左右に
移動するときに使います。

ダイヤルキー
電話をかけたり、数字や記号を入
力するときに使います。

シャープキー
ダイヤル回線を使用している

場合、プッシュ信号を送るときな
どに使います。
（☛Ｐ37）

スターキー

フックスイッチ

スピーカ

ハンドセット

受話口

送話口
ハンドセットコード

プリンタ（紙排出部）
漢字20文字／行のミニサーマル
ラインプリンタ（感熱式）です。
電子電話帳の登録データやICメモ
リカードによる表示画面などが印
刷できます。（☛Ｐ62）

スピーカキー
スピーカ受話やオンフックダイヤル
（ハンドセットを置いたまま電話を
かけること）をするときなどに使い
ます。（☛Ｐ33）

保留キー
お話しを保留するときに使います。（☛Ｐ35）

再ダイヤルキー
最後にダイヤルした相手に電話を
かけるときに使います。（☛Ｐ36）
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【右側面】

【左側面】

【底面】

回線種別切替スイッチ
電話回線の種別を合わせるときに使います。
（☛Ｐ21）

表示濃度調節つまみ
ディスプレイの濃淡を調節します。（☛Ｐ24）

単三乾電池収納部
バックアップ用の
単三乾電池を収納します。
（☛Ｐ20）

PB20 10大� 小�

回線種別�呼出音量�

表示濃度�スピーカ音量�

呼出音量切替スイッチ
電話がかかってきたときの着信音の音量を
「大」「小」に切り替えます。（☛Ｐ34）

メモリカード挿入口
ICメモリカードを差し込みます。（☛Ｐ60）

メモリカード取出しボタン
ICメモリカードを取り出すとき押します。
（☛Ｐ60）

スピーカ音量調節つまみ
スピーカから聞こえる音量を調節します。（☛Ｐ33）

ハンドセットコード差込口
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【背面】

注意
シリアルインタフェースジャック

への接続の際は、必ずシリアルイ

ン タ フ ェ ー ス 切 替 ス イ ッ チ

（232C/BCR）を接続する機器に

合わせてから接続してください。

接続機器を破損する原因となるこ

とがあります。

警告
電源アダプタのコードを傷つけた

り、破損したり、加工したり、無

理に曲げたり、引っ張ったり、ね

じったり、束ねたりしないでくだ

さい。また、重い物をのせたり、

加熱したりすると電源アダプタの

コードが破損し、火災・感電の原

因となることがあります。電源ア

ダプタのコードが傷んだら当社の

サービス取扱所に修理を依頼して

ください。

シリアルインタフェースジャックへは、テレアシスト

シリーズのオプション（別売品）以外を取り付けない

でください。

お願い

回線� 電話機�電源アダプタ�

切　電源　入�

シリアルI／F　切替�

232C      BCR

シリアル I/F

シリアルインタフェース切替スイッチ
RS-232CまたはBCR（バーコードリーダ）に
切り替えるときに使います。

回線ジャック
回線からの電話機コード
を差し込みます。

電源アダプタジャック
付属の電源アダプタを接続します。

電源スイッチ
電源を「入」「切」します。
（☛Ｐ24）

ロール紙ホルダ
感熱ロール紙をセットしたり、
取り出すときに開けます。
（☛Ｐ22、64）

電話機ジャック
外部電話機からの電話機
コードを差し込みます。

シリアルインタフェースジャック
RS-232CまたはBCR（バーコードリーダ）の
プラグを接続します。
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【ランプ表示】

テレアシストNT1000の状態

電源が入っているとき

ランプのつき方（色）

点灯 （緑）

バックアップ用乾電池の電圧が低下しているとき点滅 （赤）

ランプの種類

電源ランプ

電源「入」時や通信中の状態などをランプで表示します。

■ランプの表記について
この取扱説明書では、ランプについて以下のように表します。

ランプの点灯

ハンドセットを置いたまま電話をしているとき点灯 （緑）スピーカランプ

ICメモリカードが挿入されているとき点灯 （緑）メモリカードランプ

ICメモリカードのアプリケーション機能でデータ通信して
いるとき点灯 （緑）通信中ランプ

電　源�

メモリカード�

紙送り�

通信中�

f 1 f 2 f 3 f 4 f 5

終了�

実　行�訂　正�
スピーカ�

再ダイヤル�

保　留�

電源ランプ

メモリカードランプ

通信中ランプスピーカランプ

メモリカード�

ランプの点滅

電　源�
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4
5

接続は次に示す手順で行ってください。
電話回線がモジュラジャック式でないときは工事が必要です。局番なしの116番または当社の
営業所等へご相談ください。

接続します

電源アダプタを電源コ
ンセント（AC100V）
に差し込みます。

6 電話機コードを電話機用コンセント
（モジュラジャック式）につなぎます。

電源アダプ
タのプラグを
本体の電源
アダプタジャ
ックに差し
込みます。

●モジュラジャック式コードを引き抜くとき●モジュラジャック式コードを差し込むとき

3
2

1

0

6
5

4

9
8

7

「カチッ」と音がするまで差し込んでください。 レバーを押さえながら引き抜いてください。

●他の機器と接続する場合は、必ず本体の電源を切っ
てから行ってください。
●電源アダプタを電源コンセント(AC100V)に差し込
むとき、電源スイッチが「切」であることを確認し
てください。

お願い

お使いに
なる前に1

1 底面の電池
カバーを取
り外します。

2 と の向きに注
意して単三乾電池を
入れ、電池カバーを
取り付けます。

警告
●ぬれた手で本商品を操作したり、
乾電池を交換しないでください。
感電の原因となることがあります。
●テーブルタップや分岐コンセント、
分岐ソケットを使用したタコ足配
線はしないでください。火災・感
電の原因となることがあります。
●付属の電源アダプタ以外は使用
しないでください。故障の原因
となることがあります。

レバー

3 電話機コードを本体の回
線ジャックに差し込みます。

■他の機器との接続
RS-232Cインタフェース機器またはBCR（バーコードリ
ーダ）を接続してご利用になる場合、本商品のシリアルイ
ンタフェースジャックに機器のコネクタを接続します。ま
た、お手持ちの電話機を外部電話機としてご使用になる場
合、電話機ジャックに外部電話機の電話機コードを差し込
みます。

外部電話機

バーコードリーダま
たはRS-232Cイン
タフェース機器
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お使いに
なる前に1

ご利用になっている電話回線の種別、ダイヤル速度に合わせて、本体右側にある回線種別切
替スイッチを設定します。お買い求め時は、PB（プッシュ回線）に設定されています。
詳しくは局番なしの116番または当社の営業所等へお問い合わせください。

電話回線の設定をします

回線種別切替スイッチを 20  に合わせます。

回線種別切替スイ
ッチを10 に合わせ
てお使いください。

お買い求め時の状態で、177（天気予報）などに電話をかけてみます。

もう一度、177（天気予報）などに電話をかけてみます。

そのままの設定でお使いください。

そのままの設定で
お使いください。

かかる かからない

かかる かからない

PB20 10

回線種別�

PB20 10

回線種別�

●回線種別切替スイッチは正しく設定してください。

回線種別切替スイッチを正しく設定しないと、電話

がかからなかったり、違う相手にかかったりします。

●お手持ちの電話機を外部電話機として使用するとき

は、本体と同じ回線種別に設定してください。

お願い

●177番に電話をかけると、通話料金がかかります。

●回線種別切替スイッチを間違えて設定しても、電話

を受けることはできます。

お知らせ



お使いに
なる前に1

22

感熱ロール紙を本体にセットします。交換するときは残っている感熱ロール紙を取り出してか
ら行います。感熱ロール紙のセットは、電源が「入」の状態で行います。

感熱ロール紙をセットします

紙送り�

5

4

3

2

1 ロール紙ホルダの両脇を指で押しながら開
けます。

ロール紙ホルダの中に、巻き方向に注意して
感熱ロール紙を入れます。

感熱ロール紙の先端をスリットに挿入します。

スリット

紙送りキーを押して、感熱ロール紙を紙排出
部から1cmほど出します。

ロール紙ホルダをもとの位置にしっかり差し込
みます。

注意
感熱ロール紙のセットや交換など

でロール紙ホルダを開けるとき

は、突起物などにご注意ください。

引っかけてけがの原因となること

があります。

●感熱ロール紙を切断するには

図のように感熱ロール紙を矢印の方向に引いて切断しま

す。

ワンポイント
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●指定の感熱ロール紙をお使いください。指定外の感

熱ロール紙を使うと、薄く印刷されたり、故障の原

因となることがあります。

●感熱ロール紙をロール紙ホルダにセットするとき

は、巻き方向に注意してください。

●感熱ロール紙の先端部が破れたり、折り目がついて

いたりすると、セットできず、紙送り不良の原因に

なりますのでご注意ください。

●感熱ロール紙の変色や、発色、退色を防ぐためには、

次のような点にご注意ください。

• 直射日光に当てたり、高温・多湿の場所には置か
ないでください。

• 硬いものでこすったり、薬品・油などを付けない
ようにしてください。

• 粘着テープ、のり、接着剤を付けないでください。
• 塩化ビニール系プラスチックと重ねたりしないで
ください。

• 青焼紙などと重ねて保管しないでください。
●本商品を移動したときは、必ず感熱ロール紙のゆる

みをチェックしてください。ゆるくなったままでは

印刷のとき、感熱ロール紙が正常に出てこない場合

があります。

お願い

●感熱ロール紙への印刷方法は、「印刷するには」

（☛P62）を参照してください。

●感熱ロール紙がつまったときは、「感熱ロール紙が

つまったら」（☛P64）を参照して取り除いてくだ

さい。

●使用する前の感熱ロール紙は、購入時の包装のまま、

直射日光や高温多湿の場所を避けて保管してくださ

い。

●印刷した感熱ロール紙を長期間保存するときは、複

写機でコピーしたものを保存してください。

お知らせ

感熱ロール紙の購入先
感熱ロール紙の購入は下記へお願いします。なお、他の

製品との混同を避けるために、「テレアシストNT1000

用プリンタ用紙」とご指定ください。

NTTテレマーケティング株式会社

電話 0120－201010 FAX 0120－044044



お使いに
なる前に1 電源を入れます

（初期メニュー画面の表示）

24

電源アダプタ�

切　電源　入�

シリアル　I/F　切替�

232C      BCR

シリアル I/F

切　電源　入�

3

2

1

ICメモリカードを抜いた状態で電源を入れてください。ディスプレイに「初期メニュー」
画面が表示されます。

電源スイッチを押して電源を「入」にします。

ディスプレイに「初期メニュー」画面が表示さ
れます。

ディスプレイ表示の濃淡を調節します。

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

［電話帳］［　　　］［　　　］［　　　］［設　定］�

１０月　９日（水）　２１：４６�

表示濃度�スピーカ音量�

表示濃度�

●「初期メニュー」画面が表示されるまで数秒かかり

ます。

●ハンドセットを取りあげると、自動的に画面が切り

替わり、「電話機能」画面が表示されます。（☛P32）

●「初期メニュー」画面からは、日付・時刻などの初

期設定や電子電話帳の設定や操作などが行えます。

●ハンドセットを取りあげたり、通信、キー操作が約

5分間行われないと、ディスプレイのバックライト

は自動的に消灯し、表示は見えなくなります。ハン

ドセットを取りあげたり、本体のキー（紙送りキー

を除く）を押すと、バックライトは点灯しディスプ

レイ表示が見えるようになります。バックライトを

常時点灯するように設定することもできます。

（☛P30）

●取扱説明書の中で表示しているディスプレイは実際

の画面とは多少異なることがあります。

お知らせ

電源スイッチを「入」にしても、「初期メニュー」画

面が表示されなかったときは、本商品が故障している

可能性がありますので、「故障かな？と思ったら」

（☛P68）をご確認のうえ、当社のサービス取扱所に

ご相談ください。

お願い

濃く 薄く
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本商品では、初期設定や電子電話帳の登録などをディスプレイに表示された画面を見ながら
操作します。ここでは、共通的な操作方法について説明します。

25

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　初期設定　メニュー　＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［　　　］［　　　］［　　　］［　　　］［終　了］�

　　　　２．　回線設定　�

　　　　３．　表示／端末タイプ設定�

　　　　４．　電子電話帳データ全削除�

　　　　１．　カレンダ・時計設定�

１０月　９日（水）　２１：４６�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　初期設定　メニュー　＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［　　　］［　　　］［　　　］［　　　］［終　了］�

　　　　３．　表示／端末タイプ設定�

　　　　４．　電子電話帳データ全削除�

　　　　１．　カレンダ・時計設定�

　　　　２．　回線設定�

１０月　９日（水）　２１：４６�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

１０月　９日（水）　２１：４６�

［電話帳］［　　　］［　　　］［　　　］［設　定］�

お使いに
なる前に1 画面の操作方法について

日付・時刻の表示

「初期メニュー」画面や「初期設定メニュー」画面などでは、ディスプレイの右上に日付と時刻が表示されます。

カーソルの移動

例えば、「初期メニュー」画面から キー［設定］を押すと「初期設定メニュー」画面が表示されます。
このとき「初期設定メニュー」画面では、「1．カレンダ・時計設定」が反転表示されています。この反転表示
している部分、および点滅表示している部分をカーソルと呼びます。カーソルは、上下のカーソルキー（ ）
を押すことで移動することができます。画面での表示は▽△となっています。

f 5

ファンクションキーの機能表示

画面の最下行には、ファンクションキーに割り付けられた機能が表示されます。例えば、「初期メニュー」画面
が表示されているときに、 キーを押すと「電子電話帳」画面、 キーを押すと「初期設定メニュ
ー」画面が表示されます。 ～ キーには機能が割り付けられていません（押しても無視されます）。

f 5f 1

日付・時刻の表示

ファンクションキーの機能表示

f 2 f 4

下カーソ
ルキーを
押すと



初期設定
をする2
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f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　初期設定　メニュー　＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［　　　］［　　　］［　　　］［　　　］［終　了］�

　　　　２．　回線設定�

　　　　３．　表示／端末タイプ設定�

　　　　４．　電子電話帳データ全削除�

　　　　１．　カレンダ・時計設定�

１０月２３日（水）　１４：１５�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

［電話帳］［　　　］［　　　］［　　　］［設　定］�

１０月２３日（水）　１４：１５�

日付と時刻を合わせます

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　カレンダ・時計設定　＊＊＊�

［設　定］［　　　］［　　　］［　　　］［中　止］�

　　　月：　１０�
　　　日：　２３�

　　西暦：　 １９９６�

　　曜日：　３　　　（０～６　日～土）�
　　　時：　１４�
　　　分：　１５�

１０月２３日（水）　１４：１５�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　カレンダ・時計設定　＊＊＊�

［設　定］［　　　］［　　　］［　　　］［中　止］�

　　　月：　１０�
　　　日：　０９�

　　西暦：　１９９６�

　　曜日：　３　　　（０～６　日～土）�
　　　時：　２１�
　　　分：　４６�

１０月２３日（水）　１４：１５�

キー［設定］を押します。

「初期設定メニュー」画面が表示されます。

f 52

本体には、時計が内蔵されています。ディスプレイの右上に日付と時刻が表示されます。ご使
用になる前に、日付と時刻を合わせてください。

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

「初期メニュー」画面が表示されているこ
とを確認します。1

「1. カレンダ・時計設定」にカーソルがあ
ることを確認して キーを押します。

「カレンダ・時計設定」画面が表示されます。

実　行�3

訂　正� 実　行�

日付と時刻をダイヤルキーで入力します。

カーソルに従って、ダイヤルキーで入力します。
時刻は24時間制で入力します。

4〈例〉1996年10月9日（水）
午後9時46分

●入力の形式

•年：西暦4桁で入力します。
•月：01～12の範囲で入力します。
•日：01～31の範囲で入力します。

•曜日：日は0、月は1、火は2、水
は3、木は4、金は5、土は6と入
力します。

•時：00～23の範囲で入力します。
•分：00～59の範囲で入力します。
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f 1 f 5f 2 f 3 f 4

［電話帳］［　　　］［　　　］［　　　］［設　定］�

１０月　９日（水）　２１：４６�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　初期設定　メニュー　＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［　　　］［　　　］［　　　］［　　　］［終　了］�

　　　　２．　回線設定�

　　　　３．　表示／端末タイプ設定�

　　　　４．　電子電話帳データ全削除�

　　　　１．　カレンダ・時計設定�

１０月　９日（水）　２１：４６� 5
f 1 f 5f 2 f 3 f 4

キーを押します。

「初期メニュー」画面に戻ります。

終了�6
終了�

●入力を間違えたときは

間違えた箇所にカーソルを移動し、もう一度正しく入力し直します。 キーを押すとカーソル位置のデータを消去

することもできます。入力できる値の範囲を間違えて入力したあと、 キー［設定］を押した場合は、「初期設定

メニュー」画面には戻りません。カーソルが間違えた箇所に移動しますので、もう一度正しく入力し直します。

●操作を途中でやめるときは

キー［中止］を押します。途中までの設定内容は無視され、「初期設定メニュー」画面に戻ります。 キ

ーを押すと、途中までの設定内容は無視され、「初期メニュー」画面に戻ります。

●続けて他の設定をするときは

「初期設定メニュー」画面からは、続けて次の設定が行えます。

2．回線設定（☛Ｐ28）

3．表示／端末タイプ設定（☛Ｐ30）

4．電子電話帳データ全削除（☛Ｐ58）

終了�f 5

訂　正�

●内蔵の時計は、あくまで目安としてご利用ください。なお、誤差が生じたときは、時刻を設定し直してください。

●停電になっても、バックアップ用の単三乾電池により時計は止まりません。ただし、誤差が生じることがあります

ので、その場合は時刻を設定し直してください。

お知らせ

f 1

ワンポイント

キー［設定］を押します。

「初期設定メニュー」画面に戻り、設定した日付と時刻が
ディスプレイの右上に表示されます。

f 1



f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　初期設定　メニュー　＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［　　　］［　　　］［　　　］［　　　］［終　了］�

　　　　２．　回線設定�

１０月　９日（水）　２１：４６�

　　　　３．　表示／端末タイプ設定�

　　　　４．　電子電話帳データ全削除�

　　　　１．　カレンダ・時計設定�

初期設定
をする2

ご利用になる回線の種類（PBX収容の有無など）を設定します。設定が正しくないと正常に動
作しませんので、工事担任者とご相談してください。
回線・モデムの設定は、はじめてご使用になるときのみ必要です。以降は、変更がなければ必
要ありません。

回線・モデムの設定

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　初期設定　メニュー　＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［　　　］［　　　］［　　　］［　　　］［終　了］�

　　　　３．　表示／端末タイプ設定�

　　　　４．　電子電話帳データ全削除�

　　　　１．　カレンダ・時計設定�

　　　　２．　回線設定�

１０月　９日（水）　２１：４６�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　初期設定　メニュー　＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［　　　］［　　　］［　　　］［　　　］［終　了］�

　　　　３．　表示／端末タイプ設定�

　　　　４．　電子電話帳データ全削除�

　　　　１．　カレンダ・時計設定�

　　　　２．　回線設定�

１０月　９日（水）　２１：４６�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　＊＊＊　回線・モデム設定　＊＊＊�

［設　定］［　　　］［　，　］［　　　］［中　止］�

　　　　　　　　　　０　　　（付加番号）�

・ＰＢＸ収容�

・ポーズ個数　　　　３�
・電話番号�
・パスワード�

　（外線発信時）　　 ０　　　（０：ＮＯ　 ，１：ＹＥＳ）�

・発信時のＤＴ検出　０　　　（０：なし　 ，１：あり）�

�
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「初期メニュー」画面が表示されていること
を確認して、 キー［設定］を押します。

「初期設定メニュー」画面が表示されます。

f 51
f 1 f 5f 2 f 3 f 4

キーを押します。

「回線・モデム設定」画面が表示されます。

実　行�3
訂　正� 実　行�

「2．回線設定」にカーソルを移動します。2

カーソルに従って、ダイヤルキーで数値
を入力します。4

キー［設定］を押します。

「初期設定メニュー」画面に戻ります。

f 15
f 1 f 5f 2 f 3 f 4

お買い求め時は、左記のように設定されています。
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キーを押します。

「初期メニュー」画面に戻ります。

終了�6
終了�

●回線・モデムの設定値は
• PBX収容
お買い求め時は「0」に設定されています。ご利用になる回線がPBX回線の場合は「1」に設定してください。ただし、
電子電話帳を利用して他の内線電話機を呼び出すことはできません。

• PBX付加番号
PBX接続時の外線接続番号と、それに続くポーズを キー（「，」）で設定します。ポーズを含め最大6桁まで設
定できます。加入電話回線でご使用になる場合は、この設定は不要です。

• ポーズ個数
第2種パケット交換サービス（DDX-TP）などを利用して情報センタへ発信する場合は、ダイヤル休止時間（ポーズ）
が必要です。情報センタとのデータ通信発信時に必要なポーズ時間を個数により設定します。ポーズは1個あたり約3
秒で、0～5の範囲で設定します。お買い求め時は「3」に設定されています。

• 電話番号
本商品を接続する回線の加入電話番号を市外局番および「－」（ハイフン： キーで入力）を含めて設定します。
最大桁数は20です。（例：03－1234－5678）

• パスワード
設定しないでください。

• 発信時のDT検出
DTとはハンドセットを取りあげたときに聞こえる「ツー」という音です。お買い求め時は「0」に設定されていま
す。キャッチホンⅡサービスをご利用の場合は「0」（DT検出なし）でご使用してください。

●入力を間違えたときは
間違えた箇所にカーソルを移動し、もう一度正しく入力し直します。 キーを押すとカーソル位置のデータを消去する
こともできます。

●操作を途中でやめるときは
キー［中止］を押します。途中までの設定内容は無視され、「初期設定メニュー」画面に戻ります。 キ

ーを押すと、途中までの設定内容は無視され、「初期メニュー」画面に戻ります。

f 5

訂　正�

f 3

ご使用に際し情報センタとの通信中に回
線が頻繁に切れるようなときは、工事担
任者による調整が必要になりますので、
当社のサービス取扱所にご相談くださ
い。

お知らせ

パスワードは、設定しないでください。誤ったパスワードが設定さ

れると、本商品が正常に動作しなくなります。

お願い

終了�

ワンポイント



初期設定
をする2

ハンドセットを取りあげたり、通信、キー入力操作が約5分間行われないと、ディスプレイの
バックライトが自動的に消灯する節電機能がついています（バックライト制御）。また、バック
ライトを常時点灯するように設定することもできます。

ディスプレイ表示などの設定

30

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　初期設定　メニュー　＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［　　　］［　　　］［　　　］［　　　］［終　了］�

　　　　２．　回線設定�

　　　　３．　表示／端末タイプ設定�

　　　　４．　電子電話帳データ全削除�

　　　　１．　カレンダ・時計設定�

１０月　９日（水）　２１：４６�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　初期設定　メニュー　＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［　　　］［　　　］［　　　］［　　　］［終　了］�

　　　　２．　回線設定�

　　　　３．　表示／端末タイプ設定　�

　　　　４．　電子電話帳データ全削除�

　　　　１．　カレンダ・時計設定�

１０月　９日（水）　２１：４６�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　　　＊＊＊　表示設定　＊＊＊�

［設　定］［　　　］［　　　］［　　　］［中　止］�

・バックライト制御　 ０　　　　　（０：自動消灯）�
　　　　　　　　　　　　　　　　（１：常時点灯）�

１０月　９日（水）　２１：４６�

　　＊＊＊　端末タイプ設定　＊＊＊�

・端末タイプ　　　　３　　　（０：８００　）�
　　　　　　　　　　　　　　（１：１０００）�
　　　　　　　　　　　　　　（２：１２００）�
　　　　　　　　　　　　　　（３：ＮＴ１０００　）�

「初期メニュー」画面が表示されていること
を確認して、 キー［設定］を押します。

「初期設定メニュー」画面が表示されます。

f 51

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

キーを押します。

「表示／端末タイプ設定」画面が表示されます。

実　行�3
訂　正� 実　行�

ダイヤルキーで または を入力しま
す。4

お買い求め時は、「0：自動消灯」に設定されています。

0：自動消灯
1：常時点灯

「3．表示／端末タイプ設定」にカーソル
を移動します。2
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キー［設定］を押します。

「初期設定メニュー」画面に戻ります。

f 15
f 1 f 5f 2 f 3 f 4

キーを押します。

「初期メニュー」画面に戻ります。

終了�6
終了�

●操作を途中でやめるには

キー［中止］を押します。途中までの設定内容は無視され、

「初期設定メニュー」画面に戻ります。 キーを押すと、途中ま

での設定内容は無視され、「初期メニュー」画面に戻ります。

f 5

終了�

ワンポイント

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　初期設定　メニュー　＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［　　　］［　　　］［　　　］［　　　］［終　了］�

　　　　２．　回線設定�

　　　　３．　表示／端末タイプ設定�

　　　　４．　電子電話帳データ全削除�

　　　　１．　カレンダ・時計設定�

１０月　９日（水）　２１：４６�

通常は、端末タイプの設定を変更する必要はありません。

お願い



電話をかける／
受ける3

本体または本体に接続した外部電話機から電話をかけることができます。

電話をかけるには（発信）

32

ハンドセットを取りあげます。

「電話機能」画面に切り替わります。「ツー」という発信音
を確認してください。

外部電話機で電話をしているときは、画面は切り替わらず
電話をかけることはできません。

〈例〉03-1234-5678

1

電話番号をダイヤルキーで押します。

電話番号が表示されます。
2

相手の方が出たら、お話しください。

通話時間が表示されます。
3

お話しが終わったら、ハンドセットを置
きます。

前の画面に戻ります。

4

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　　　　電話番号　：�

　　　　通話時間　：�

１０月　９日（水）　２１：４６�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　　　　電話番号　：０３１２３４５６７８�

　　　　通話時間　：�

１０月　９日（水）　２１：４６�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　　　　電話番号　：０３１２３４５６７８�

　　　　通話時間　：００：１５�

１０月　９日（水）　２１：４６�
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33

●ハンドセットを置いたままかけるには

（オンフックダイヤル）

①ハンドセットを置いたまま

キーを押します。

（「電話機能」画面が表示されます）

②電話番号をダイヤルキーで押します。

③相手の方の声がスピーカから聞こえた

ら、ハンドセットを取りあげてお話しし

ます。

●お話ししないで電話を聞くには（スピー

カ受話）

①お話し中に キーを押します。

②ハンドセットを置いて、電話の内容を

聞きます。

③電話を切るときは、 キーを

押します。

●スピーカの音量を調節するには（スピー

カ音量）

本体の左側面にあるスピーカ音量調節つ

まみで調節します。

スピーカ�

スピーカ�

スピーカ�

スピーカ音量�

大 小

●通話時間の表示は、相手応答信号を受けてスタートします。しかし、

フリーダイヤルなどの通話料金を着信側が負担する回線やPBX内線

収容などで相手応答信号を受けられないときは、相手ダイヤル終了

後約10秒でカウントを自動的にスタートしますので、正確な通話

時間を表示しないことがあります。

●スピーカ受話で相手の方が出たあと、ハンドセットを取りあげてお

話ししないと、こちらの声は相手の方に聞こえません。

●画面に表示される電話番号は、20桁までです。20桁を超えるダイ

ヤルは送出しますが表示されません。

●通話時間は最大59分59秒「59：59」まで表示されます。これを

超えたときは、「00：00」に戻ります。

●ICメモリカードが差し込まれていると、「電話機能」画面が表示さ

れないことがあります。

●通話時間の表示は目安です。電話料金の請求と一致しないことがあ

ります。

●外部電話機の種類によっては、使用できないものがあります。

●回線種別切替スイッチは正しく設定してください。設定が誤ってい

ると、電話がかからなかったり、違う相手にかかったりします。

（☛Ｐ21）

●ハンドセットを取りあげて相手番号をダイヤル中に本体電源が切れ

た場合は、電話がかからなかったり違う相手にかかったりしますの

で、一度ハンドセットを置き、再度ハンドセットを取りあげて相手

番号をダイヤルしてください。本体の電源が切れていてダイヤル中

に電源が入った場合も同じ状態になります。

●本体の電源が切れている場合は、相手の方との通話が本体および外

部電話機の両方で聞こえます。

お知らせ

ワンポイント



電話をかける／
受ける3

外から電話がかかってくると、本体と本体に接続している外部電話機の着信音が鳴ります。ど
ちらの電話機でも電話を受けることができます。

電話がかかってきたときは（着信）

34

着信音が鳴ります。1

ハンドセットを取りあげて、相手の方と
お話しください。

「電話機能」画面に切り替わります。
通話時間が表示されます。

2

お話しが終わったら、ハンドセットを置
きます。

前の画面に戻ります。

3

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　　　　電話番号　：�

　　　　通話時間　：００：１５�

１０月　９日（水）　２１：４６�

●相手を確かめてから電話に出るには

①着信音が鳴ります。

②ハンドセットを置いたまま

キーを押します。

③相手の方の声がスピーカから聞こえた

ら、ハンドセットを取りあげてお話し

します。

いたずら電話などで、お話ししないで

そのまま電話を切りたいときには、ハ

ンドセットを取らずにもう一度

キーを押せば電話を切るこ

とができます。

●着信音量を切り替えるには

本体の右側面にある呼出音量切替スイッ

チで「大」「小」の2段階に切り替えられ

ます。

スピーカ�

スピーカ�

呼出音量�

大� 小�

ワンポイント

本体の電源が切れている場合は、相手の方との通話が本体および外

部電話機の両方で聞こえます。

お知らせ



電話をかける／
受ける3
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お話しを一時中断して、相手の方に待っていただくときに保留します。保留中は、相手の方
へは保留メロディが流れます。

相手の方に待っていただくには（保留）

お話し中に、相手の方に待っていただく
ように伝えます。1

キーを押します。

相手の方に保留メロディが流れます。スピーカからも保留
メロディが聞こえます。

保　留�

保留メロディ…ブラームスの子守歌

2

再び出るときは、 キーを押して、
相手の方とお話しください。

保　留�3

保　留�

●保留にしたあと、ハンドセットを置いた
ときは

ハンドセットを取りあげて、外の相手の

方とお話しすることができます。

ワンポイント



電話をかける／
受ける3

36

再ダイヤル�

ハンドセットを取りあげます。

「電話機能」画面に切り替わります。「ツー」という発信音
を確認してください。

1

キーを押します。

電話番号が表示され、自動的にダイヤルされます。

再ダイヤル�2

相手の方が出たら、お話しください。

通話時間が表示されます。
3

お話しが終わったら、ハンドセットを置
きます。

前の画面に戻ります。

4

●ハンドセットを置いたまま再ダイヤルするには（オンフックダイヤル）

①ハンドセットを置いたまま キーを押します。

（「電話機能」画面が表示されます）

② キーを押します。

③相手の方の声がスピーカから聞こえたら、ハンドセットを取りあげてお話

しします。

●再ダイヤルを中止するには

ハンドセットを取りあげてかけたときはハンドセットを置きます。

オンフックダイヤルのときは キーを押します。スピーカ�

再ダイヤル�

スピーカ�

最後にかけた相手の方に キーを押してもう一度かけ直すことができます。お話し中な
どでかけ直すときなどに便利です。

再ダイヤル�

同じ相手にかけ直すには（再ダイヤル）

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　　　　電話番号　：�

　　　　通話時間　：�

１０月　９日（水）　２１：４６�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　　　　電話番号　：０３１２３４５６７８�

　　　　通話時間　：�

１０月　９日（水）　２１：４６�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　　　　電話番号　：０３１２３４５６７８�

　　　　通話時間　：００：１５�

１０月　９日（水）　２１：４６�

〈例〉03-1234-5678

ワンポイント
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ダイヤル回線をご使用の場合でも、相手を呼び出したあとに キーを押すことにより
プッシュホンサービスをご利用になれます。ただし、停電時のDP→PB切替はできません。

ハンドセットを取りあげます。

「電話機能」画面に切り替わります。「ツー」という発信音
を確認してください。

ハンドセットを取りあげないときは、 キーを押し
ます。

スピーカ�

1

電話番号をダイヤルキーで押します。

電話番号が表示されます。
2

ダイヤル回線をご使用の場合は、電話が
つながったら、 キーを押します。

プッシュ回線をご利用の場合は、 キーを押す必要は
ありません。

3

必要なダイヤルキーを押します。4
●プッシュホンサービスの種類

•クレジット通話サービス
•ポケットベルサービス
•銀行ANSERサービス
•留守番電話へのリモコン操作　　など

キーを使ってもサービスを受け

られない場合があります。各サービス

機関にお問い合わせください。

お知らせ

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　　　　電話番号　：�

　　　　通話時間　：�

１０月　９日（水）　２１：４６�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　　　　電話番号　：０３１２３４５６７８�

　　　　通話時間　：�

１０月　９日（水）　２１：４６�

電話をかける／
受ける3 プッシュホンサービスを利用するには

（DP→PB切替）

〈例〉03-1234-5678

ワンポイント



電話をかける／
受ける3

38

電子電話帳に登録してある相手先に自動的にダイヤルします。
電子電話帳で電話をかけるには、あらかじめ電子電話帳への登録を行ってください。（☛P40）

電子電話帳で電話をかけるには

キー［電話帳］を押します。

「電子電話帳［発信］」画面が表示されます。

f 12
f 1 f 5f 2 f 3 f 4

初期メニュー画面が表示されていること
を確認します。1

呼び出したい相手先にカーソルを移動し
ます。

呼び出したい相手先がないときは、 キー［前頁］ま
たは キー［次頁］を押して、呼び出したい相手先を
さがしてからカーソルを移動します。

f 1

3

キーを押します。

「自動ダイヤル」画面に切り替わり、自動的にダイヤルさ
れます。
相手先と電話番号が表示されます。

実　行�4

訂　正� 実　行�

f 2

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　発信　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［前　頁］［次　頁］［登　録］［削　除］［印　刷］�

０１　山田公子　　　　０４５－１２３－４５６７�
０２　山田太郎　　　　０６－１２３４－５６７８�
０３　�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

００　山田一郎　　　　０３－１２３４－５６７８�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

［電話帳］［　　　］［　　　］［　　　］［設　定］�

１０月　９日（水）　２１：４６�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　発信　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［前　頁］［次　頁］［登　録］［削　除］［印　刷］�

０１　山田公子　　　　０４５－１２３－４５６７�
０２　山田太郎　　　　０６－１２３４－５６７８�
０３　�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

００　山田一郎　　　　０３－１２３４－５６７８�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　　＊＊＊　自動ダイヤル　＊＊＊�

０２　山田太郎　　　：０６１２３４５６７８�

　　　　　通話時間　：�

１０月　９日（水）　２１：４６�
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相手の方が出たら、ハンドセットを取り
あげてお話しください。

通話時間が表示されます。

5

お話しが終わったら、ハンドセットを置
きます。

「電子電話帳［発信］」画面に戻ります。

6

●通話時間は最大59分59秒「59：

59」まで表示されます。これを超え

たときは、「00：00」に戻ります。

●通話時間の表示は目安です。電話料金

の請求と一致しないことがあります。

お知らせ

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　　＊＊＊　自動ダイヤル　＊＊＊�

０２　山田太郎　　　：０６１２３４５６７８�

　　　　　通話時間　：００：１５�

１０月　９日（水）　２１：４６�



電子電話帳を
登録する4

電話をよくかける相手先を電子電話帳に登録しておくと便利です。電子電話帳に登録した相手
先の名前を検索するだけで自動的にダイヤルできます。電子電話帳には最大100件（1画面に
10件で10画面分）まで登録できます。

電子電話帳を登録するには

40

キー［電話帳］を押します。

「電子電話帳［発信］」画面が表示されます。

f 12

キー［登録］を押します。

「電子電話帳［登録］」画面が表示されます。

f 33

登録する行にカーソルを移動します。

空いている行にカーソルを移動します。
4

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　発信　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［前　頁］［次　頁］［登　録］［削　除］［印　刷］�

０３　�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

０１　山田公子　　　　０４５－１２３－４５６７�
０２　山田太郎　　　　０６－１２３４－５６７８�

００　山田一郎　　　　０３－１２３４－５６７８�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

［電話帳］［　　　］［　　　］［　　　］［設　定］�

１０月　９日（水）　２１：４６�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　登録　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　］�
［前　頁］［次　頁］［名　前］［番　号］［中　止］�

０１　山田公子　　　　０４５－１２３－４５６７�
０２　山田太郎　　　　０６－１２３４－５６７８�
０３　�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

００　山田一郎　　　　０３－１２３４－５６７８�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　登録　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　］�
［前　頁］［次　頁］［名　前］［番　号］［中　止］�

０１　山田公子　　　　０４５－１２３－４５６７�
０２　山田太郎　　　　０６－１２３４－５６７８�
０３　�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

００　山田一郎　　　　０３－１２３４－５６７８�

「初期メニュー」画面が表示されているこ
とを確認します。1

名前を登録する



お
使
い
に
な
る

前
に

1

初
期
設
定
を

す
る

2

電
話
を
か
け
る
／

受
け
る

3

電
子
電
話
帳
を

登
録
す
る

4

Ｉ
Ｃ
メ
モ
リ
カ
ー
ド

を
利
用
す
る

5

印
刷
す
る

6

こ
ん
な
と
き
に
は

7

41

キー［名前］を押します。

「電子電話帳［文字入力］」画面が表示されます。

f 35

相手先の名前を入力します。

例えば、「佐藤一郎」を入力します。（☛P46）
6

キー［決定］を押します。

名前が登録され、「電子電話帳［登録］」画面が表示されま
す。

f 17

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

●登録できる文字数と文字種

文字種：全角および半角の英大文字・英小文字・数字・カタカナ

全角のひらがな・漢字（JIS第1水準、JIS第2水準）

文字数：全角だけで最大7文字

半角だけで最大14文字

●登録画面を切り替えるには

登録画面は、全部で10画面あります。

前の画面に戻るときは キー［前頁］を押します。次の画面を

表示するときは　　　　キー［次頁］を押します。

f 1

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［かな全角文字入力］�
あかさたなはまやらわ　がざだば　ぱぁゃ�
いきしちにひみ　りを　ぎじちび　ぴぃゅ�
うくすつぬふむゆるん　ぐずづぶ　ぷぅょ�
えけせてねへめ　れ　　げぜでべ　ぺぇっ�
おこそとのほもよろ　　ごぞどぼ　ぽぉー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［カ　ナ］［英　字］［シフト］［中　止］�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　登録　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　］�
［前　頁］［次　頁］［名　前］［番　号］［中　止］�

０１　山田公子　　　　０４５－１２３－４５６７�
０２　山田太郎　　　　０６－１２３４－５６７８�
０３　佐藤一郎�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

００　山田一郎　　　　０３－１２３４－５６７８�

f 2

ワンポイント



電子電話帳を
登録する4 電子電話帳を登録するには

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　　　　電話番号　：�

＊＊＊　電子電話帳［番号入力］＊＊＊�

［設　定］［　－　］［　，　］［　　　］［中　止］�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　登録　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　］�
［前　頁］［次　頁］［名　前］［番　号］［中　止］�

０１　山田公子　　　　０４５－１２３－４５６７�
０２　山田太郎　　　　０６－１２３４－５６７８�
０３　佐藤一郎　　　　０４８９－１２－３４５６�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

００　山田一郎　　　　０３－１２３４－５６７８�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

　　　　電話番号　：０４８９－１２ー３４５６�

＊＊＊　電子電話帳［番号入力］＊＊＊�

［設　定］［　－　］［　，　］［　　　］［中　止］�

42

キー［番号］を押します。

「電子電話帳［番号入力］」画面が表示されます。

f 48
f 1 f 5f 2 f 3 f 4

相手先の電話番号をダイヤルキーで入力
します。

電話番号は、最大20桁（「－」「，」を含む）まで入力でき
ます。

9

キー［設定］を押します。

電話番号が登録され、「電子電話帳［登録］」画面に戻りま
す。

f 110
f 1 f 5f 2 f 3 f 4

電話番号を登録する

〈例〉0489-12-3456
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キーを押します。

「初期メニュー」画面に戻ります。

終了�11
終了�

●特殊文字と使用目的

ダイヤル区切り記号「－」を入力するに

は、 キー［－］を押します。ポ

ー ズ 記 号 「 ，」 を 入 力 す る に は 、

キー［，］を押します。ポーズ

記号は１個あたり約3秒です。

●入力した文字や数字を修正するには

登録前に修正する（☛P52）

登録を途中でやめる（☛P53）

また、電話番号登録を途中でやめるには、

「 電 子 電 話 帳 ［ 番 号 入 力 ］」 画 面

で キー［中止］を押します。途

中までの設定内容を無視して、「電子電

話帳［登録］」画面に戻ります。

●設定内容を印刷するには

「電子電話帳［発信］」画面で

キー［印刷］を押します。画面の内容が

感熱ロール紙に印刷されます。

●続けて入力するときは

手順4から10を繰り返します。

f 5

f 5

f 3

f 2

間違い電話を防ぐために、電話番号を登録するときは間違いのない

ように入力してください。

お願い

ワンポイント



f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［かな全角文字入力］�
あかさたなはまやらわ　がざだば　ぱぁゃ�
いきしちにひみ　りを　ぎじちび　ぴぃゅ�
うくすつぬふむゆるん　ぐずづぶ　ぷぅょ�
えけせてねへめ　れ　　げぜでべ　ぺぇっ�
おこそとのほもよろ　　ごぞどぼ　ぽぉー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［カ　ナ］［英　字］［シフト］［中　止］�

電子電話帳を
登録する4

電子電話帳の名前には、全角および半角の英字（大文字／小文字）・数字・カタカナ・記号、
全角の漢字（JIS第1水準文字／JIS第2水準文字）・ひらがなが登録できます。

名前の入力方法

ひらがな（全角）の入力方法

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［かな全角文字入力］�
あかさたなはまやらわ　がざだば　ぱぁゃ�
いきしちにひみ　りを　ぎじちび　ぴぃゅ�
うくすつぬふむゆるん　ぐずづぶ　ぷぅょ�
えけせてねへめ　れ　　げぜでべ　ぺぇっ�
おこそとのほもよろ　　ごぞどぼ　ぽぉー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【さ　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［　　　］［か　な］［単漢字］［　　　］［中　止］�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［かな全角文字入力］�
あかさたなはまやらわ　がざだば　ぱぁゃ�
いきしちにひみ　りを　ぎじちび　ぴぃゅ�
うくすつぬふむゆるん　ぐずづぶ　ぷぅょ�
えけせてねへめ　れ　　げぜでべ　ぺぇっ�
おこそとのほもよろ　　ごぞどぼ　ぽぉー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【さ　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［カ　ナ］［英　字］［シフト］［中　止］�

44

「電子電話帳［登録］」画面で キー
［名前］を押します。

［かな全角文字入力］画面が表示されます。

f 31
〈例〉「さとう」と入力するとき

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

キーを押します。

13行目に、選択した「さ」が表示されます。

実　行�3

訂　正� 実　行�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［かな全角文字入力］�
あかさたなはまやらわ　がざだば　ぱぁゃ�
いきしちにひみ　りを　ぎじちび　ぴぃゅ�
うくすつぬふむゆるん　ぐずづぶ　ぷぅょ�
えけせてねへめ　れ　　げぜでべ　ぺぇっ�
おこそとのほもよろ　　ごぞどぼ　ぽぉー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［カ　ナ］［英　字］［シフト］［中　止］�

カーソルを「さ」に移動します。2

キー［かな］を押します。

「さ」が確定します。

f 24
f 1 f 5f 2 f 3 f 4
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f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［かな全角文字入力］�
あかさたなはまやらわ　がざだば　ぱぁゃ�
いきしちにひみ　りを　ぎじちび　ぴぃゅ�
うくすつぬふむゆるん　ぐずづぶ　ぷぅょ�
えけせてねへめ　れ　　げぜでべ　ぺぇっ�
おこそとのほもよろ　　ごぞどぼ　ぽぉー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【さとう　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［カ　ナ］［英　字］［シフト］［中　止］�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　登録　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　］�
［前　頁］［次　頁］［名　前］［番　号］［中　止］�

００　さとう�
０１�
０２�
０３�
０４�
０５�
０６�
０７�
０８�
０９�

同様にして手順2～4を繰り返し、「と」
と「う」を入力します。5

キー［決定］を押します。

「電子電話帳［登録］」画面に戻り、「さとう」が登録され
ます。

f 16

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

●スペースを入力するには

SPを選びます。

●入力した文字や数字を修正するには

登録前に修正する（☛P52）

登録を途中でやめる（☛P53）

ワンポイント
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f 1 f 5f 2 f 3 f 4

【さ　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［次候補］［　　　］［　　　］［　　　］［中　止］�

左小皐叉乍再些佐沙作咋査砂茶唆差紗詐嵯裟�

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［かな全角文字入力］�
あかさたなはまやらわ　がざだば　ぱぁゃ�
いきしちにひみ　りを　ぎじちび　ぴぃゅ�
うくすつぬふむゆるん　ぐずづぶ　ぷぅょ�
えけせてねへめ　れ　　げぜでべ　ぺぇっ�
おこそとのほもよろ　　ごぞどぼ　ぽぉー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

［かな全角文字入力］画面で、カーソルを
「さ」に移動します。1

漢字1文字ごとに読みをかな入力し、変換します。漢字1文字に対
して入力できる読みは6文字までです。

〈例〉「佐藤一郎」と入力するとき

キー［単漢字］を押します。

12行目に、読みが「さ」の漢字が表示されます。

f 33
f 1 f 5f 2 f 3 f 4

訂　正� 実　行�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［かな全角文字入力］�
あかさたなはまやらわ　がざだば　ぱぁゃ�
いきしちにひみ　りを　ぎじちび　ぴぃゅ�
うくすつぬふむゆるん　ぐずづぶ　ぷぅょ�
えけせてねへめ　れ　　げぜでべ　ぺぇっ�
おこそとのほもよろ　　ごぞどぼ　ぽぉー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［カ　ナ］［英　字］［シフト］［中　止］�

キーを押します。

13行目に、選択した「さ」が表示されます。

実　行�2

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［かな全角文字入力］�
あかさたなはまやらわ　がざだば　ぱぁゃ�
いきしちにひみ　りを　ぎじちび　ぴぃゅ�
うくすつぬふむゆるん　ぐずづぶ　ぷぅょ�
えけせてねへめ　れ　　げぜでべ　ぺぇっ�
おこそとのほもよろ　　ごぞどぼ　ぽぉー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【さ　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［　　　］［か　な］［単漢字］［　　　］［中　止］�

入力したい漢字が表示されないときは、表示されるま
で キー［次候補］を繰り返し押します。f 1
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f 1 f 5f 2 f 3 f 4

【佐藤一郎　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［カ　ナ］［英　字］［シフト］［中　止］�

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［かな全角文字入力］�
あかさたなはまやらわ　がざだば　ぱぁゃ�
いきしちにひみ　りを　ぎじちび　ぴぃゅ�
うくすつぬふむゆるん　ぐずづぶ　ぷぅょ�
えけせてねへめ　れ　　げぜでべ　ぺぇっ�
おこそとのほもよろ　　ごぞどぼ　ぽぉー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　登録　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　］�
［前　頁］［次　頁］［名　前］［番　号］［中　止］�

００　佐藤一郎�
０１�
０２�
０３�
０４�
０５�
０６�
０７�
０８�
０９�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

【佐　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［カ　ナ］［英　字］［シフト］［中　止］�

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［かな全角文字入力］�
あかさたなはまやらわ　がざだば　ぱぁゃ�
いきしちにひみ　りを　ぎじちび　ぴぃゅ�
うくすつぬふむゆるん　ぐずづぶ　ぷぅょ�
えけせてねへめ　れ　　げぜでべ　ぺぇっ�
おこそとのほもよろ　　ごぞどぼ　ぽぉー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

カーソルを「佐」に移動し、 キーを
押します。

13行目に、選択した「佐」が表示されます。

実　行�4

訂　正� 実　行�

同様にして手順1～4を繰り返し、「藤」
「一」「郎」を入力します。5

キー［決定］を押します。

「佐藤一郎」が登録され、「電子電話帳［登録］」画面に戻り
ます。

f 16

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

●1画面に表示される漢字の候補は

最大で20個です。候補文字が21個以上あるときは、 キー

［次候補］を押すことで表示できます。

●スペースを入力するには

ひらがなの入力方法の手順2でSPを選びます。（☛P44）

●入力した文字や数字を修正するには

登録前に修正する（☛P52）

登録を途中でやめる（☛P53）

f 1

ワンポイント
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カタカナ（全角）の入力方法

［かな全角文字入力］画面で、 キー
［カナ］を押します。

［カナ全角文字入力］画面が表示されます。

f 21
〈例〉「サトウ」と入力するとき

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

カーソルを「サ」に移動します。2
f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［カナ全角文字入力］�

イキシチニヒミ　リヲ　ギジヂビ　ピィュ�
ウクスツヌフムユルン　グズヅブ　プゥョ�
エケセテネヘメ　レ　　ゲゼデベ　ペェッ�
オコソトノホモヨロ　　ゴゾドボ　ポォー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［か　な］［英　字］［半　角］［中　止］�

アカサタナハマヤラワ　ガザダバ　パァャ�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［カナ全角文字入力］�

イキシチニヒミ　リヲ　ギジヂビ　ピィュ�
ウクスツヌフムユルン　グズヅブ　プゥョ�
エケセテネヘメ　レ　　ゲゼデベ　ペェッ�
オコソトノホモヨロ　　ゴゾドボ　ポォー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［か　な］［英　字］［半　角］［中　止］�

アカサタナハマヤラワ　ガザダバ　パァャ�

キーを押します。

13行目に、選択した「サ」が表示されます。

実　行�3
訂　正� 実　行�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［カナ全角文字入力］�
アカサタナハマヤラワ　ガザダバ　パァャ�
イキシチニヒミ　リヲ　ギジヂビ　ピィュ�
ウクスツヌフムユルン　グズヅブ　プゥョ�
エケセテネヘメ　レ　　ゲゼデベ　ペェッ�
オコソトノホモヨロ　　ゴゾドボ　ポォー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【サ　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［か　な］［英　字］［半　角］［中　止］�
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f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［カナ全角文字入力］�
アカサタナハマヤラワ　ガザダバ　パァャ�
イキシチニヒミ　リヲ　ギジヂビ　ピィュ�
ウクスツヌフムユルン　グズヅブ　プゥョ�
エケセテネヘメ　レ　　ゲゼデベ　ペェッ�
オコソトノホモヨロ　　ゴゾドボ　ポォー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【サトウ　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［か　な］［英　字］［半　角］［中　止］�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　登録　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　］�
［前　頁］［次　頁］［名　前］［番　号］［中　止］�

００　サトウ�
０１�
０２�
０３�
０４�
０５�
０６�
０７�
０８�
０９�

キー［決定］を押します。

「電子電話帳［登録］」画面に戻り、「サトウ」が登録され
ます。

f 15

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

同様にして手順2～3を繰り返し、「ト」
「ウ」を入力します。4

●スペースを入力するには

SPを選びます。

●入力した文字や数字を修正するには

登録前に修正する（☛P52）

登録を途中でやめる（☛P53）

●他の画面を表示するには

、 、 キーを押

すと、それぞれ［かな全角文字入力］画

面、［英全角文字入力］画面、［カナ半角

文字入力］画面が表示されます。

f 4f 3f 2

ワンポイント



電子電話帳を
登録する4 名前の入力方法
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f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［かな全角文字入力］�
あかさたなはまやらわ　がざだば　ぱぁゃ�
いきしちにひみ　りを　ぎじちび　ぴぃゅ�
うくすつぬふむゆるん　ぐずづぶ　ぷぅょ�
えけせてねへめ　れ　　げぜでべ　ぺぇっ�
おこそとのほもよろ　　ごぞどぼ　ぽぉー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［半角カナ］［半角英字］［シフト］［中　止］�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［カナ半角文字入力］�
ア　カ　サ　タ　ナ　　　ハ　マ　ヤ　ラ　ワ　　　ァ　ャ　　　゛�
イ　キ　シ　チ　ニ　　　ヒ　ミ　　　リ　ヲ　　　ィ　ュ　　　゜�
ウ　ク　ス　ツ　ヌ　　　フ　ム　ユ　ル　ン　　　ゥ　ョ�
エ　ケ　セ　テ　ネ　　　ヘ　メ　　　レ　　　　　ェ　ッ�
オ　コ　ソ　ト　ノ　　　ホ　モ　ヨ　ロ　　　　　ォ　ー�
！　＄　＆　’　（　）　＋　，　ー　．　／　：　；　＝　？　＠　￥　・�
０　１　２　３　４　５　６　７　８　９�

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［か　な］［英　字］［全　角］［中　止］�

SP

［かな全角文字入力］画面で、 キー
［シフト］を押します。

半角文字の入力指定の画面が表示されます。

f 41

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

キー［半角カナ］を押します。

［カナ半角文字入力］画面が表示されます。

f 22

カタカナ（全角）の入力方法と同様に入
力します。（☛P48）3

カタカナ（半角）の入力方法

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［英全角文字入力］�
　ＡＢＣＤＥ　ＦＧＨＩＪ　ＫＬＭＮ�
　ＯＰＱＲＳ　ＴＵＶＷＸ　ＹＺ�
　ａｂｃｄｅ　ｆｇｈｉｊ　ｋｌｍｎ�
　ｏｐｑｒｓ　ｔｕｖｗｘ　ｙｚ�

　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［か　な］［カ　ナ］［半　角］［中　止］�

その他の文字の入力方法

［かな全角文字入力］画面で、 キー
［英字］を押します。

［英全角文字入力］画面が表示されます。

f 31

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

カタカナ（全角）の入力方法と同様に入
力します。（☛P48）2

英字（全角）の入力方法
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f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［かな全角文字入力］�
あかさたなはまやらわ　がざだば　ぱぁゃ�
いきしちにひみ　りを　ぎじちび　ぴぃゅ�
うくすつぬふむゆるん　ぐずづぶ　ぷぅょ�
えけせてねへめ　れ　　げぜでべ　ぺぇっ�
おこそとのほもよろ　　ごぞどぼ　ぽぉー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［半角カナ］［半角英字］［シフト］［中　止］�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［英半角文字入力］�
　 Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ｅ　　　Ｆ　Ｇ　Ｈ　Ｉ　Ｊ　　　Ｋ　Ｌ　Ｍ　Ｎ�
　Ｏ　Ｐ　Ｑ　Ｒ　Ｓ　　　Ｔ　Ｕ　Ｖ　Ｗ　Ｘ　　　Ｙ　Ｚ�
　ａ　ｂ　ｃ　ｄ　ｅ　　　ｆ　ｇ　ｈ　ｉ　ｊ　　　ｋ　ｌ　ｍ　ｎ�
　ｏ　ｐ　ｑ　ｒ　ｓ　　　ｔ　ｕ　ｖ　ｗ　ｘ　　　ｙ　ｚ�

　！　＄　＆　’　（　）　＋　，　ー　．　／　：　；　＝　？　＠　￥　・�
　０　１　２　３　４　５　６　７　８　９�

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［か　な］［カ　ナ］［全　角］［中　止］�

SP

［かな全角文字入力］画面で、 キー
［シフト］を押します。

半角文字の入力指定の画面が表示されます。

f 41

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

キー［半角英字］を押します。

［英半角文字入力］画面が表示されます。

f 32

カタカナ（全角）の入力方法と同様に入
力します。（☛P48）3

英字（半角）の入力方法

●登録できる文字数と文字種

文字種：全角および半角の英大文字・英小文字・数字・カタカナ

全角のひらがな・漢字（JIS第1水準、JIS第2水準）

文字数：全角だけで最大7文字

半角だけで最大14文字

●スペースを入力するには

SPを選びます。

●入力した文字や数字を修正するには

登録前に修正する（☛P52）

登録を途中でやめる（☛P53）

ワンポイント



電子電話帳を
登録する4

電子電話帳へ登録する名前は、登録前に修正したり、登録をやめることができます。

文字や数字の修正方法

登録前に修正する

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［カナ全角文字入力］�

イキシチニヒミ　リヲ　ギジヂビ　ピィュ�
ウクスツヌフムユルン　グズヅブ　プゥョ�
エケセテネヘメ　レ　　ゲゼデベ　ペェッ�
オコソトノホモヨロ　　ゴゾドボ　ポォー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【サト　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［か　な］［英　字］［半　角］［中　止］�

アカサタナハマヤラワ　ガザダバ　パァャ�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［カナ全角文字入力］�

イキシチニヒミ　リヲ　ギジヂビ　ピィュ�
ウクスツヌフムユルン　グズヅブ　プゥョ�
エケセテネヘメ　レ　　ゲゼデベ　ペェッ�
オコソトノホモヨロ　　ゴゾドボ　ポォー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【サトウ　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［か　な］［英　字］［半　角］［中　止］�

アカサタナハマヤラワ　ガザダバ　パァャ�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［カナ全角文字入力］�

イキシチニヒミ　リヲ　ギジヂビ　ピィュ�

エケセテネヘメ　レ　　ゲゼデベ　ペェッ�
オコソトノホモヨロ　　ゴゾドボ　ポォー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【サイトウ　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［か　な］［英　字］［半　角］［中　止］�

ウクスツヌフムユルン　グズヅブ　プゥョ�

アカサタナハマヤラワ　ガザダバ　パァャ�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［カナ全角文字入力］�

イキシチニヒミ　リヲ　ギジヂビ　ピィュ�
ウクスツヌフムユルン　グズヅブ　プゥョ�
エケセテネヘメ　レ　　ゲゼデベ　ペェッ�
オコソトノホモヨロ　　ゴゾドボ　ポォー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【サ　　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［か　な］［英　字］［半　角］［中　止］�

アカサタナハマヤラワ　ガザダバ　パァャ�

52

キーを押します。

右端の1文字「ウ」が削除されます。

訂　正�1
訂　正� 実　行�

もう一度、 キーを押します。

右端の１文字「ト」が削除されます。

訂　正�2
訂　正� 実　行�

カタカナの入力方法に従って「イ」「ト」
「ウ」と入力します。（☛P48）3

キーを押してから再入力します。 キーを押すたびに、
右端から１文字ずつ削除されます。

〈例〉「サトウ」を「サイトウ」に修正するとき

訂　正�訂　正�
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f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［カナ全角文字入力］�

イキシチニヒミ　リヲ　ギジヂビ　ピィュ�
ウクスツヌフムユルン　グズヅブ　プゥョ�
エケセテネヘメ　レ　　ゲゼデベ　ペェッ�
オコソトノホモヨロ　　ゴゾドボ　ポォー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【サトウ　　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［か　な］［英　字］［半　角］［中　止］�

アカサタナハマヤラワ　ガザダバ　パァャ�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　登録　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　］�
［前　頁］［次　頁］［名　前］［番　号］［中　止］�

０１　山田公子　　　　０４５－１２３－４５６７�
０２　山田太郎　　　　０６－１２３４－５６７８�
０３　�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

００　山田一郎　　　　０３－１２３４－５６７８�

登録を途中でやめる

キー［中止］を押します。

13行目に入力した文字は登録されず、「電子電話帳［登録］」
画面に戻ります。

f 51

〈例〉「サトウ」の登録をやめるとき

f 1 f 5f 2 f 3 f 4



電子電話帳を
登録する4

電子電話帳に登録してある相手先の名前と電話番号は、修正したり、削除することができます。
削除では、１行ずつ削除したり、すべての登録内容を一度の操作で削除することができます。

電子電話帳を訂正するには

54

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　発信　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［前　頁］［次　頁］［登　録］［削　除］［印　刷］�

０１　山田公子　　　　０４５－１２３－４５６７�
０２　山田太郎　　　　０６－１２３４－５６７８�
０３　�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

００　山田一郎　　　　０３－１２３４－５６７８�

登録内容を修正する

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　登録　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　］�
［前　頁］［次　頁］［名　前］［番　号］［中　止］�

０１　山田公子　　　　０４５－１２３－４５６７�
０２　山田太郎　　　　０６－１２３４－５６７８�
０３　�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

００　山田一郎　　　　０３－１２３４－５６７８�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　登録　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［前　頁］［次　頁］［名　前］［番　号］［中　止］�

０１　山田公子　　　　０４５－１２３－４５６７�
０２　山田太郎　　　　０６－１２３４－５６７８�
０３　�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

００　山田一郎　　　　０３－１２３４－５６７８�

「初期メニュー」画面が表示されているこ
とを確認して、 キー［電話帳］を押
します。

「電子電話帳［発信］」画面が表示されます。

f 11
〈例〉名前を修正するとき

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

キー［登録］を押します。

「電子電話帳［登録］」画面が表示されます。

f 32
f 1 f 5f 2 f 3 f 4

修正する行にカーソルを移動します。

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［かな全角文字入力］�
あかさたなはまやらわ　がざだば　ぱぁゃ�
いきしちにひみ　りを　ぎじちび　ぴぃゅ�
うくすつぬふむゆるん　ぐずづぶ　ぷぅょ�
えけせてねへめ　れ　　げぜでべ　ぺぇっ�
おこそとのほもよろ　　ごぞどぼ　ぽぉー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【山田太郎　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［カ　ナ］［英　字］［シフト］［中　止］�

キー［名前］を押します。

「電子電話帳［文字入力］」画面が表示されます。

f 34
f 1 f 5f 2 f 3 f 4

3
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f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［文字入力］＊＊＊�

　　　　　［かな全角文字入力］�
あかさたなはまやらわ　がざだば　ぱぁゃ�
いきしちにひみ　りを　ぎじちび　ぴぃゅ�
うくすつぬふむゆるん　ぐずづぶ　ぷぅょ�
えけせてねへめ　れ　　げぜでべ　ぺぇっ�
おこそとのほもよろ　　ごぞどぼ　ぽぉー�
　！＄＆’（）＋，ー．／：；＝？＠￥・�
　０１２３４５６７８９　　　　　　　SP

【佐藤一郎　　　　　　　　　　　　　　】�
［決　定］［カ　ナ］［英　字］［シフト］［中　止］�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　登録　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　］�
［前　頁］［次　頁］［名　前］［番　号］［中　止］�

０１　山田公子�
０２　佐藤一郎�
０３　�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

００　山田一郎�

キーを押して文字を削除し、再入力
します。

キーを押すたびに、右端から1文字ずつ削除されま
す。

訂　正�

訂　正�5

訂　正� 実　行�

キー［決定］を押します。

修正した名前が登録されます。
「電子電話帳［登録］」画面に戻ります。

f 16
f 1 f 5f 2 f 3 f 4

キーを押します。

「初期メニュー」画面に戻ります。

終了�7
終了�

名前の入力方法（☛P44）



f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　発信　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［前　頁］［次　頁］［登　録］［削　除］［印　刷］�

０１　山田公子　　　　０４５－１２３－４５６７�
０２　山田太郎　　　　０６－１２３４－５６７８�
０３　�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

００　山田一郎　　　　０３－１２３４－５６７８�

電子電話帳を
登録する4 電子電話帳を訂正するには

個別に登録を削除する

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　発信　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［前　頁］［次　頁］［登　録］［削　除］［印　刷］�

０１　山田公子　　　　０４５－１２３－４５６７�
０２　山田太郎　　　　０６－１２３４－５６７８�
０３　�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

００　山田一郎　　　　０３－１２３４－５６７８�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　削除　］＊＊＊�

　［　削除してよいですか？　］�
［は　い］［いいえ］［　　　］［　　　］［中　止］�

０１　山田公子　　　　０４５－１２３－４５６７�
０２　山田太郎　　　　０６－１２３４－５６７８�
０３　�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

００　山田一郎　　　　０３－１２３４－５６７８�

56

「初期メニュー」画面が表示されているこ
とを確認して、 キー［電話帳］を押
します。

「電子電話帳［発信］」画面が表示されます。

f 1

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

キー［削除］を押します。

削除を確認するメッセージが表示されます。

f 43
f 1 f 5f 2 f 3 f 4

削除する行にカーソルを移動します。2

1



お
使
い
に
な
る

前
に

1

初
期
設
定
を

す
る

2

電
話
を
か
け
る
／

受
け
る

3

電
子
電
話
帳
を

登
録
す
る

4

Ｉ
Ｃ
メ
モ
リ
カ
ー
ド

を
利
用
す
る

5

印
刷
す
る

6

こ
ん
な
と
き
に
は

7

57

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　発信　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［前　頁］［次　頁］［登　録］［削　除］［印　刷］�

０１　山田太郎　　　　０６－１２３４－５６７８�
０２�
０３　�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

００　山田一郎　　　　０３－１２３４－５６７８�

キー［はい］を押します。

削除が行われ、1行繰り上がります。
「電子電話帳［発信］」画面に戻ります。

f 14

キーを押します。

「初期メニュー」画面に戻ります。

終了�5

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

終了�

●登録画面を切り替えるには

登録画面は、全部で10画面あります。

前の画面に戻るときは キー［前

頁］を押します。次の画面を表示すると

きは キー［次頁］を押します。

●削除をやめるときには

手順4で キー［いいえ］または

キー［中止］を押します。「電

子電話帳［発信］」画面に戻ります。

f 2

f 2

f 1

f 5

ワンポイント



電子電話帳を
登録する4 電子電話帳を訂正するには

すべての登録を削除する

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　初期設定　メニュー　＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［　　　］［　　　］［　　　］［　　　］［終　了］�

　　　　２．　回線設定�

　　　　３．　表示／端末タイプ設定�

　　　　４．　電子電話帳データ全削除�

　　　　１．　カレンダ・時計設定�

１０月　９日（水）　２１：４６�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳データ全削除　＊＊＊�

　［　削除してよいですか？　］�
［は　い］［いいえ］［　　　］［　　　］［中　止］�

58

「初期メニュー」画面が表示されているこ
とを確認して、 キー［設定］を押し
ます。

「初期設定メニュー」画面が表示されます。

f 51

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

カーソルを「4．電子電話帳データ全削除」
に移動します。2

キーを押します。

「電子電話帳データ全削除」画面が表示されます。削除を
確認するメッセージが表示されます。

実　行�3
訂　正� 実　行�

電子電話帳の内容を一度の操作で削除します。
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キー［はい］を押します。

電子電話帳に登録されているすべてのデータが削除され、
「初期設定メニュー」画面に戻ります。

f 14

キーを押します。

「初期メニュー」画面に戻ります。

終了�5

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

●削除をやめるには

手順4で キー［いいえ］または

キー［中止］を押します。「初

期設定メニュー」画面に戻ります。

f 2

ワンポイント

f 5

終了�



ICメモリカード
を利用する5 ICメモリカードを利用するには

60

アプリケーション用ICメモリカードにより、各種データ通信サービスを利用することができます。
ICメモリカードスロットは、JEIDA（日本電子工業振興協会）Ver 4.0仕様の標準品を装備しています。
ICメモリカードに関するサービス内容や詳しい操作方法については、ICメモリカードに付属さ
れる取扱説明書をご覧ください。

ICメモリカードを入れる ICメモリカードを取り出す

1 電源を切ります。

2

3 電源を入れます。
メモリカードランプが点灯します。

1 電源を切ります。

2 メモリカード取出しボタンを押します。

3 ICメモリカードがメモリカード挿入口から手前
に少し出ますので取り出します。

終了�正�

実行�

紙送り�

通信中�

ーカード�

f 5

 4

終了�正�

実行�

紙送り�

通信中�

ーカード�

f 5

 4

終了�訂正�

実行�

紙送り�

通信中�

メモリーカード�

f 5

f 4

切　電源　入�

メモリカード�

ICメモリカード

ICメモリカード

ICメモリカード

メモリカード取出し
ボタン

メモリカード挿入口

ICメモリカードの表裏および差し込み方向を確
認して、ICメモリカードをメモリカード挿入口へ
入れます。メモリカード挿入口へICメモリカー
ドが止まるまで押し込みます。
メモリカード取出しボタンが手前に少し出ます。
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7警告
メモリカード挿入口から本商品の内

部に金属類や燃えやすいものなど、

異物を差し込んだり、落としたりし

ないでください。万一、異物が入っ

た場合は、まず本商品の電源を切り、

電源アダプタをコンセントから抜い

て異物を取り除いてからご使用くだ

さい。そのまま使用すると、火災・

感電の原因となることがあります。

●ICメモリカードを使用していますので、将来のアプ

リケーションの拡大に際しても、カードの取り替え、

追加に対応ができます。

●モデム通信時は、ICメモリカードからの自動発信後、

相手と接続するまでスピーカによるモニタを行いま

す。「ビー」、「ガー」という音はモデム通信時の音

で異常ではありません。

●キャッチホンサービスをご契約になる場合には次の

点にご注意ください。

• データの送受信中に他の方から電話がかかってく
るとデータエラーが発生することがあります。ま

た、上記の場合、電話がかかってきたことはこち

らではわかりませんが、キャッチホンサービスの

異常ではありません。

• モデム通信をお使いのときでも安心してご利用で
きるキャッチホンⅡサービスもあります。なお、

キャッチホンⅡサービスをご利用の場合でも、お

客様の操作などの注意が必要となります。詳しく

は局番なしの116番または当社の営業所等へお問

い合わせください。

お知らせ

●当社の指定するICメモリカード以外は使用できませ

ん。

●ICメモリカードの抜き差しを行うときは、必ず本体

の電源を切ってから行ってください。電源を入れた

ままICメモリカードの抜き差しを行うと、通信は切

断され、カード内のメモリ内容が破壊されるおそれ

があります。

●ICメモリカードをメモリカード挿入口へ入れるとき

は、ICメモリカードの表裏および差し込み方向を確

認してください。

お願い



印刷する6 印刷するには
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本商品には、漢字20文字／行の印刷が可能なミニサーマルラインプリンタ（感熱式）が装備さ
れています。電子電話帳の登録内容（名前・電話番号）を簡単に印刷できます。
アプリケーションで提供される画面の印刷方法については、ICメモリカードに添付された取扱
説明書を参照してください。

「初期メニュー」画面が表示されているこ
とを確認して、 キー［電話帳］を押
します。

「電子電話帳［発信］」画面が表示されます。

f 11

印刷したいページを表示し、 キー
［印刷］を押します。

表示されている画面が印刷されます。

f 52

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

印刷が終了したら キーを押します。
「初期メニュー」画面に戻ります。

終了�3
終了�

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

＊＊＊　電子電話帳［　発信　］＊＊＊�

［　▽△キー→移動　実行キー→選択　］�
［前　頁］［次　頁］［登　録］［削　除］［印　刷］�

０１　山田公子　　　　０４５－１２３－４５６７�
０２　山田太郎　　　　０６－１２３４－５６７８�
０３　�
０４　�
０５　�
０６　�
０７　�
０８　�
０９　�

００　山田一郎　　　　０３－１２３４－５６７８�

〈例〉「電子電話帳」画面を印刷する



63

お
使
い
に
な
る

前
に

1

初
期
設
定
を

す
る

2

電
話
を
か
け
る
／

受
け
る

3

電
子
電
話
帳
を

登
録
す
る

4

Ｉ
Ｃ
メ
モ
リ
カ
ー
ド

を
利
用
す
る

5

印
刷
す
る

6

こ
ん
な
と
き
に
は

7

●印刷を途中でやめるには

キーを押します。

印刷を中止して「初期メニュー」画面に

戻ります。ただし、ご利用しているICメ

モリカードによっては最後まで印刷され

ることがあります。

●感熱ロール紙がつまったら

ロール紙ホルダを開け、つまった部分を

取り除きます。（☛Ｐ64）

●感熱ロール紙の端に赤のエンドマークが

出てきたら

感熱ロール紙が残り少ないときに出てき

ます。感熱ロール紙を交換してください。

（☛Ｐ22）

●電子電話帳の複数の画面を印刷するには

キー［前頁］または キ

ー［次頁］を押して、１画面ずつ印刷し

てください。

f 2f 1

終了�

ワンポイント

●感熱ロール紙がない場合でもプリンタは印刷動作を行います。感

熱ロール紙の残りが少ないときは新しい感熱ロール紙に交換して

ください。（☛Ｐ22）

●印刷中にハンドセットを取りあげたり、 キーを押すと

「電話機能」画面に切り替わり、印刷が乱れることがあります。

スピーカ�

お知らせ



こんな
ときには7 感熱ロール紙がつまったら
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感熱ロール紙がつまったときは次のようにして取り出します。

1 5 紙送りキーを押して、感熱ロール紙を紙排出部
から1cmほど出します。

紙送り�

2 つまった部分をスリットから引き出します。

6 ロール紙ホルダをもとの位置にしっかり差し込
みます。

3 つまった部分を切り取ります。

4 感熱ロール紙の先端をスリットに挿入します。

注意
感熱ロール紙の交換などでロール紙

ホルダを開けるときは、突起物など

にご注意ください。引っかけてけが

の原因となることがあります。

スリット

ロール紙ホルダの両脇を指で押しながら開けま
す。
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65

電池の残量がなくなってくると、電源ランプが赤色に点滅して「初期メニュー」画面に切り
替わり、メッセージが表示されます。また、スピーカから「ピーピー」という警報音（約3
秒間）が鳴ります。ただし、ICメモリカードを挿入している場合は、メッセージ（★本体
の電池電圧が低下しました。）は表示されません。底面の電池カバーを開けて、新しい電池
と交換してください。

電池を交換するには

注意
●乾電池を本商品に挿入する場合

は、極性表示〈プラス（＋）と

マイナス（－）の向き〉に注意

し、機器の表示どおりに正しく

入れてください。間違えると乾

電池の破裂・液漏れにより、け

がをしたり周囲を汚損する原因

となることがあります。

●乾電池が消耗すると「★本体の

電池電圧が低下しました。」のメ

ッセージが表示されます。この

メッセージが表示されたら、速

やかに新しい乾電池と交換して

ください。液漏れの原因となる

ことがあります。

●警報音が鳴るのは、電源を入れたとき、およびバッ

クライトが点灯するときです。

●「★本体の電池電圧が低下しました。」のメッセー

ジが表示されたら、速やかに電池を交換してくださ

い。長い間放置しておくと、本体内に記憶されてい

るデータの内容が消去される場合があります。ただ

し、ICメモリカードを挿入している場合は、メッセ

ージは表示されません。

●停電中に乾電池が消耗すると、本体内の記憶の内容

が消去される場合があります。

お知らせ

1 底面の電池カバーを取り外します。

2 と の向きに注意して、単三乾電池を入れ
替え、電池カバーを取り付けます。

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

★本体の電池電圧が低下しました。�
［電話帳］［　　　］［　　　］［　　　］［設　定］�

１０月　９日（水）　２１：４６�

電　源�

●乾電池は消耗品ですので、1年に一度交換すること

をお勧めします。

●交換するときは、付属品と同じ乾電池または同等品

を使用し、2本とも同じ種類の新しい乾電池を入れ

てください。

●乾電池の液漏れが起きたときは、電池ケースの中に

ついた液をよくふき取ってください。万一液が身体に

ついたときは、水でよく洗い流してください。

●電池交換は、必ず本体の電源スイッチを「切」にして

から行ってください。また、交換は1分以内を目安に

速やかに行ってください。長い時間をかけると、本体

内に記憶されているデータの内容が消去される場合が

あります。

お願い



こんな
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落雷などの原因により異常が発生した場合には、電源保護素子が作動して、自動的に電源が切
れる場合があります。電源アダプタをコンセントから約1分間外して、再度接続しなおしてく
ださい。

電源復旧するには

66

1 電源アダプタをコンセントから外します。

2 電源アダプタを外して約1分経過したら再度接
続してください。

本商品が正常に動作しているときは、電源アダプタに

は絶対に触れないでください。

お願い



こんな
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停電中はディスプレイやすべてのランプは消えますが、電話をかけたり受けたりすることは
できます。ただし、モデムによる通信はできなくなり、電子電話帳も利用できません。
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機　能

通　話

使　い　方

発信 オフフックダイヤル ハンドセットを取りあげて、ダイヤルキーで相手番号をダイヤルします

ハンドセットを取りあげて、通常の通話ができます

ハンドセットを取りあげて電話を受けます。本体の呼出音量切替スイッチにより
音量の調節ができます

呼出音量調節着信

■停電のときに使用できる電話機能

●停電になっても、次の記憶内容は保持されます。

• 日付、時刻
• 電子電話帳
• 初期設定の内容

●本体の電池電圧低下時（電源ランプの赤色点滅、警

報音、メッセージ「★本体の電池電圧が低下しまし

た。」）に停電があると、記憶の内容がお買い求め時

の状態に戻ることがあります。

●モデム通信中に停電になった場合は、通信が正常に

行われたかどうか確認してください。

●ハンドセットを取りあげて相手番号をダイヤル中に

停電になった場合は、電話がかからなかったり違う

相手にかかったりしますので、一度ハンドセットを

置き、再度ハンドセットを取りあげて相手番号をダ

イヤルしてください。停電が復旧したときも同じ状

態になります。

●停電になった場合、本体からダイヤルするときは外

部電話機をご使用にならないでください。正常に電

話がかからない場合があります。

●停電の場合は、相手の方との通話が本体および外部

電話機の両方で聞こえます。

●誤って電源アダプタが抜けたときも停電時と同じ状

態になります。

お知らせ

通電時の状態 停電したときの状態

ハンドセットでお話ししているとき

スピーカ受話（オンフックダイヤル）をしているとき

保留していて、ハンドセットを外しているとき

保留していて、ハンドセットを置いているとき

そのまま通話を続けられます

通話は切れます

通話は切れます

保留は解除され、通話状態になります

■通話中に停電したとき

停電になったときは
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故障かな？と思ったときは、お問い合わせや修理をご依頼する前に次の点をご確認ください。

故障かな？と思ったら

68

●基本的な使い方

こんなとき 原　　　因 確認してください
参　照
ページ

電源アダプタがコンセントか
ら抜けている電 源 ス イ ッ チ を

「入」にしても「初
期メニュー」画面
が点灯しない
ディスプレイが点
灯しない

スピーカから音が
出ない

電源アダプタをコンセントにしっかりと差し込んで
ください

表示濃度調節つまみの位置が
合っていない

表示濃度調節つまみを動かしてみてください

スピーカの音量が最小になっ
ている

スピーカ音量調節つまみを奥にスライドして音量を
大きくしてください

電源保護素子が作動している

電源保護素子が作動している

電源アダプタをコンセントから約1分間外して再度
接続してください

電源アダプタをコンセントから約1分間外して再度
接続してください

着信音が小さい
呼出音量切替スイッチが「小」
になっている

呼出音量切替スイッチを「大」にしてみてください

日付と時刻が合っ
ていない

ディスプレイが異
常な表示をする
キー操作できない

日付と時刻の設定が間違って
いる

日付と時刻の設定をやり直してください

停電（ブレーカが落ちた）中
に乾電池が消耗した

新しい乾電池と交換して、日付と時刻の設定をやり
直してください

近くに雷や強力なノイズ（電
磁波など）が発生している

ノイズの発生源を取り除いたあと、電源スイッチを
切って入れ直してください

停電のため 故障ではありません

P20

P24

P66

P66

P33

P34

P26

P65

P20

P17

P21

―

―

―

P20

―

P67

こんなとき 原　　　因 確認してください
参　照
ページ

電話機コードが電話機用コン
セントにしっかり差し込まれ
ていない。または、電話機ジャ
ックと回線ジャックを間違え
て差し込んでいる

ハンドセットを取
りあげても「ツー」
という音がしない
（無音）

電話機コードを本体の回線ジャックに「カチッ」と
いうまで、しっかり差し込んでください。また、電
話機コードのもう一方を電話機用コンセントに「カ
チッ」というまで、しっかり差し込んでください

ハンドセットコードが本体に
しっかり差し込まれていない

ハンドセットコードを本体に「カチッ」というまで、
しっかり差し込んでください

回線種別切替スイッチの設定
が合っていない

電話回線の種別、ダイヤル速度に合わせて回線種別
切替スイッチを設定してください

ハンドセットが外れたままに
なっている

ハンドセットをきちんと置いてください

外部電話機で通話中または本
体で通信中である

外部電話機の使用中、モデム通信中は電話機能は使
えません

P40
自動ダイヤルで電
話がかけられない

電子電話帳の電話番号が正し
く登録されていない

登録内容を確認してください

再ダイヤルできな
い

停電があった（ブレーカが落
ちた）

故障ではありません

、 、
の各キーを

押しても操作でき
ない

電源アダプタがコンセントか
ら抜けている

電源アダプタをコンセントにしっかりと差し込んで
ください

●電話をかける／受ける

スピーカ� 再ダイヤル�

保　留�

電話がかけられな
い
電話がかかってこ
ない
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ICメモリカードが抜けている

69

―

●ICメモリカードを利用する

こんなとき 原　　　因 確認してください
参　照
ページ

モデムの送出レベルが合わな
い

モデム送出レベルの調節が必要なときがあります。
当社のサービス取扱所へご相談ください

モデム通信ができ
ない。通信エラー
が多い

P60
ICメモリカード挿入口へICメモリカードが止まると
ころまで押し込んでください

ICメモリカードの
アプリケーション
が起動しない

警告
●万一、煙が出ている、変なにおいがするなどの異常状態のまま使用すると、火災・感電の原

因となることがあります。すぐに電源を切り、その後必ず電源アダプタをコンセントから抜

き、煙が出なくなるのを確認して、当社のサービス取扱所に修理を依頼してください。お客

様による修理は危険ですから絶対おやめください。

●万一、本商品を落としたり、キャビネットを破損した場合、本商品の電源を切り、電源アダ

プタをコンセントから抜いて、当社のサービス取扱所に修理を依頼してください。そのまま

使用すると、火災・感電の原因となることがあります。

P22

●印刷する

こんなとき 原　　　因 確認してください
参　照
ページ

感熱ロール紙の巻き方向を誤
ってセットしている

感熱ロール紙の巻き方向を正しくセットしてくださ
い

文字が印刷されな
い
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本商品のエラーメッセージは、ディスプレイの下段に表示されます。ICメモリカードのアプリ
ケーションが出すメッセージについては、ICメモリカードに添付された取扱説明書をご覧くだ
さい。

エラーメッセージの意味と処置方法

70

f 1 f 5f 2 f 3 f 4

★メモリカードの電池電圧が低下しました。�
［電話帳］［　　　］［　　　］［　　　］［設　定］�

１０月　９日（水）　２１：４６�

エラーメッセージ 原　　因 参照ページ処　　置

ICメモリカードの電池寿命によ
って電池電圧が低下したときの表
示です
（RAM型のとき）

★メモリカードの電池電圧が低
下しました。

ICメモリカードの電池の交換が必
要です。当社の営業所等へご相談
ください。なお、電池交換すると、
ICメモリカードに記憶されたデー
タは消去されます

本商品の乾電池の寿命により電
池電圧が低下したときの表示で
す

★本体の電池電圧が低下しまし
た。

新しい乾電池と交換してくださ
い。そのままにしておくと、本商
品の記憶内容はお買い求め時の状
態に戻ります

ICメモリカードが動作中に本商
品から抜けたときの表示です

★メモリカードが抜けました。

本体の電源を切ってからICメモリ
カードを差し込んでください。た
だし、ICメモリカードに記憶され
たデータが消去されている場合が
あります

当社の指定するICメモリカード
ではないICメモリカードが挿入
されたときの表示です

★このカードはご利用できませ
ん。

当社の指定するICメモリカードを
挿入してください

―

P65
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幅80mm×約7m 巻き感熱ロール紙　巻き外径：約30mm 印字色：黒
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外観・仕様などは改良のため予告なしに変更することがあります。

主な仕様

74

一般加入回線、構内交換機（PBX）の内線など2線式アナログ回線、事業所集団電話（CES）使用回線

幅：約246mm 奥行き：約278mm 高さ：約97mm寸法

本体：約1.7kg（感熱ロール紙を除く） 電源アダプタ：約420g重量

AC100±10V 50／60Hz使用電源

待機時：8VA 最大時：28VA消費電力

通話時：289Ω　　　通信時：292Ω直流抵抗値

5～35℃、35～85％（結露なし）温度・湿度

320×240ドット　バックライト付ブルーモード液晶ディスプレイ表示方式

JIS第1水準、第2水準（1983年版）表示文字種類

つまみにより調整可コントラスト調整

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

感熱記録方式印字方式

JIS第1水準、第2水準（1983年版）印字文字種類

印字用紙

プ
リ
ン
タ

項　目 内　　　　容



●保証について
保証期間（1年間）中の故障につきましては、「保証書」の記載にもとづき当社が無償で修理いたしますので「保証書」

は大切に保管してください。

（詳しくは「保証書」の無料修理規定をご覧ください。）

●保守サービスについて
保証期間後においても、引き続き安心してご利用いただける「定額保守サービス」と、故障修理のつど料金をいただく

「実費保守サービス」があります。

当社では、安心して商品をご利用いただける定額保守サービスをお勧めしています。

保守サービスの種類は

●故障の場合は
故障した場合のお問い合わせは局番なしの113番へご連絡ください。

●お話し中調べは
お話し中調べは局番なしの114番へご連絡ください。

●その他
定額保守サービス料金については、テレアシスト案内センタへお問い合わせください。

テレアシスト案内センタ： 0120-118877

●補修用部品の保有期間について
本商品の補修用性能部品（商品の性能を維持するために必要な部品）を、製造打ち切り後、7年間保有しています。

●テレアシスト案内センタ
当社ではディスプレイホン・テレアシストをより便利に正しくご使用いただくために「テレアシスト案内センタ」を設
置しています。お気軽にお問い合わせ、ご相談ください。

こんな
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保守サービスのご案内

感熱ロール紙の購入先
感熱ロール紙の購入は下記へお願いします。なお、他の製品との混同を避けるために、「テレアシスト
NT1000用プリンタ用紙」とご指定ください。

NTTテレマーケティング株式会社
電話 0120-201010 FAX 0120-044044

定額保守サービス ●毎月一定の料金をお支払いいただき、故障時には当社が無料で修理を行うサービスです。

実費保守サービス ●修理に要した費用をいただきます。
（修理費として、お客様宅へおうかがいするための費用および修理に要する技術的費用・部
品代をいただきます。）
（故障内容によっては高額になる場合もありますのでご了承ください。）

●当社のサービス取扱所まで商品をお持ちいただいた場合は、お客様宅へおうかがいするため
の費用が不要となります。
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使い方等でご不明の点がございましたら、テレアシスト案内センタへお気軽にご相談ください。

テレアシスト案内センタ： 0120－118877
NTTディスプレイホン・テレアシストNT1000取扱説明書

この取扱説明書は、

エコマーク認定の

再生紙を使用して

います。

©1999 NTTEAST・NTTWEST
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